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＊富雄駅（西出口）を出て富雄川沿いを南に「新富雄橋」をわたってください。

＊

※2027年4月　農業生産科学科から名称変更予定

※各最短ルートを選択した場合。乗り換え時間は含みません。各主要駅からの経路・所要時間（目安）
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2027VOICE MESSAGES from the students

農学部の最新の情報はここでチェック

農学部のより詳しい情報については、ぜひ農学部の公式ホームページをご覧ください。
また「ニュースリリース」や「最新のTOPICS」などは常に更新されています。
定期的にチェックして、興味深い話題を発見してください！

近畿大学

農学部

＊掲載されている学生の学年表記は、2025年度のものです。
  また教員組織は2026年度のものです。
  2027年度は変更になる場合があります。

近畿大学農学部のイイところ、 スキなところは？

随時
更新中！

食品栄養学科［4年］
三重県立名張青峰高校出身

水産学科［4年］
大阪府・桃山学院高校出身

環境管理学科［2年］
福岡県・
近畿大学附属福岡高校出身

農業生産科学科※［3年］
奈良県・
大和高田市立高田商業高校出身

生物機能科学科［4年］
大阪府立春日丘高校出身

水産学科［4年］
北海道・
市立札幌藻岩高校出身

応用生命化学科［3年］
兵庫県立川西緑台高校出身

食品栄養学科［4年］
京都府･京都成章高校出身

環境管理学科［4年］
東京都・白梅学園高校出身

生物機能科学科［4年］
兵庫県・
西宮市立西宮東高校出身

水産学科［4年］
大阪府立泉北高校出身

応用生命化学科［3年］
鹿児島県立国分高校出身

応用生命化学科［3年］
大阪府・近畿大学附属高校出身

生物機能科学科［2年］
大阪府・
帝塚山学院泉ヶ丘高校出身

環境管理学科［4年］
兵庫県立加古川東高校出身

農業生産科学科※［4年］
広島県立呉宮原高校出身
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農業生産科学科※［2年］
奈良県立奈良北高校出身

永田 恵里奈 准教授
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学びの特長

応用生命化学科 生物機能科学科

アレルギー問題、バイオ燃料、
iPS細胞など社会に貢献できる
さまざまな研究に挑戦できる！

これまでも、これからも。持続可能な世界を  めざして、農学部は地球の未来を守ります。

2015年9月、国連サミットにおいて、「Sustainable 
Development Goals（持続可能な開発目標：SDGs）」
という国際社会共通の目標が採択されました。2030
年までの長期的な指針として、貧困や飢餓、環境保護
などの問題から、経済成長、気候変動に至るまで、持
続可能な世界を実現するための17のゴール（目標）
が設定されています。

近畿大学農学部は1958年の開設以来、クロマグロの完全養殖に代表されるように、持続可能な世界を実現する
ための研究に取り組んできました。現在、私たちの暮らしに欠かせない食料・環境・生命・健康・エネルギーの分野
を学問領域とする6つの学科を設置。これらの学問領域は、世界の国々が抱えている諸問題、さらには私たちがこれ
からも地球で生命活動を営むにあたって直面する問題の解決をめざすSDGsの方向性と一致しています。2018年
には学内に、SDGsにこたえる専門の研究機関「アグリ技術革新研究所」を設立しました。近畿大学農学部はこれ
までも、これからも、地球の未来を守るために歩み続けます。

持続可能な開発目標「SDGs」とは SDGs と近畿大学農学部はめざすゴールが同じ

食品栄養学科
［ 管理栄養士養成課程 ］

p.15へ！

p.19へ！

水産学科

農学部って、どんなとこ？
実際に学んでいる学生に
聞くのがイチバン！
農学部の各学科の先輩たちに、
学科の魅力、実習や研究テーマ、興味深いと感じた
授業や進路について聞きました。

p.27へ！

学内で観測できる

奈良の里山で
自然に触れながら学べる！

希少な生物にも出会える！

環境管理学科

農学部の魅力を教えてセンパイ！

本格的な実験で

専門的な知識が身につく！
教授との距離も近く、
安心して研究に取り組める！

水域環境から

飼育・養殖、生態系など
幅広く現場実践で学べる！

農と食、自然、社会を学び
課題解決力が身につく！
大学外での実践も充実！

p.11へ！

農学科
（2027年4月　農業生産科学科から名称変更予定）

詳しく知りたい

詳しく知りたい

詳しく知りたい 詳しく知りたい

生物機能科学科

アレルギー問題、バイオ燃料、

iPS細胞など社会に貢献できる

さまざまな研究に挑戦できる！

詳しく知りたい

p.31へ！

食品栄養学科
［ 管理栄養士養成課程 ］

p.23へ！
詳しく知りたい

栄養素のメカニズムを
知って食の大切さを学べる！

管理栄養士国家資格を
取るための知識が身につく！
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キャリア

主な就職先企業・進学先一覧 主な就職先企業・進学先一覧

●九州大学大学院
●大阪公立大学大学院

●神戸大学大学院
●奈良先端科学技術大学院大学

4年間を通して一人ひとりをバックアップするきめ細かな就職支援を実施 自分の道を切り開いた農学部出身の先輩インタビュー

多種多様な生体に合わせたペット
フードを製造している会社で、衛生管理
を主に担当しています。ゼミでは淡水魚
の保全活動について、一般の方に自分
の取り組みや知識を説明する経験が、
社員教育や定期報告の場で役立って
います。日々新たな視点を持ち、改善を
重ねることで、より良い工場運営に貢献
できることにやりがいを感じています。

安心して提供できる高品質な製品をつくり続け、
より良い工場運営に貢献していきたいです

私の仕事は漢方製剤を専門とする
MRです。自分が紹介した漢方薬を
お医者さんに使っていただき、困って
いる患者さんの病が治ったと報告を
いただけるとうれしくなります。業務
では大学のゼミで習った知識が生か
されていたり、疾病の背景を理解で
きたりと、私が学んできたことは今の
業務内容にもつながっています。

漢方医学という分野で活躍できる人材をめざして
日々努力しています

主な就職先企業・進学先一覧

奈良県立平城高校出身 2022年3月卒業 奈良県立平城高校出身 2020年3月卒業

病院の管理栄養士として患者さんの
栄養管理や栄養指導を行っていま
す。適切な食事を提供し、栄養状態
を改善できるよう努めています。患者
さんが元気になって退院されるとき
や、感謝の言葉をかけていただいた
ときにやりがいを感じます。大学での
臨床現場でこつこつと学ぶ習慣を作
れたことが役立っていると感じます。

近い目標としてはNST専門療法士の資格を
とりたいと考えています

大阪府立春日丘高校出身 2021年3月卒業

主な就職先企業・進学先一覧 主な就職先企業・進学先一覧

私は、農作物の病害虫に関する研
究を行っています。生産者にとって
病害虫の問題は避けては通れませ
ん。そんななか、自分の開発した技
術が生産現場で役立っているのを
みるとやりがいを感じます。今の研
究でも必要な、物事を多角的に見
る力は大学での実験を通じて培う
ことができたと、実感しています。

生産現場に役立つ農作物の病気に強い品種を
開発したいです

企業に商品を卸すための営業をして
います。商談では先方の売上に貢献
できるような、企画の提案をしたり
しています。その結果、売り上げが伸
びたと喜んでいただくことができま
した。営業に必要なコミュニケー
ション能力は、養殖現場の人や、研
究に関わる人たちとの交流から身に
つき、今に生かせていると思います。

取引先に喜んでもらえた提案ができたときに
やりがいを感じます

主な就職先企業・進学先一覧

公設試験研究機関で研究をしてい
ます。多くの企業と関わるなかで、
日 さ々まざまな分野の新しい技術に
触れる機会があるのは非常におも
しろいです。在学中に学んだ酵母菌
の分離・解析といった知識や技術、
学会発表の場で培った「できるだけ
わかりやすく伝える」意識は、そのま
ま現在の業務に役立っています。

身につけた知識や技術が自分の強みにつながり
業務に生かされています

●クボタ
●三井化学クロップ＆ライフソリューション
●ヤンマーグリーンシステム
●タキイ種苗
●ミヨシ油脂
●国際紙パルプ商事
●JAわかやま（和歌山県農業協同組合連合会）
●奈良信用金庫
●阪急電鉄
●農林水産省
●奈良県庁
●奈良県教育委員会
●大阪市教育委員会

●近畿大学大学院
●京都大学大学院
●神戸大学大学院

●北海道大学大学院
●奈良先端科学技術大学院大学

●近畿大学大学院
●神戸大学大学院
●東京海洋大学大学院

●北海道大学大学院
●奈良先端科学技術大学院大学

●近畿大学大学院
●大阪大学大学院
●大阪公立大学大学院

●京都大学大学院
●京都工芸繊維大学大学院

●伊藤ハム
●サトウ食品
●日清食品
●東ハト
●ニチレイフーズ
●明治
●山崎製パン
●UCC上島珈琲
●雪印メグミルク
●大和ハウス工業
●イビデン
●キヤノン
●アース環境サービス

●住友化学
●牛乳石鹸共進社
●高砂香料工業
●ウタマロ（東邦）
●ノエビア
●ミルボン
●帝人フロンティア
●伊藤ハム
●キユーピー
●東洋水産
●明治
●森永製菓
●山崎製パン

●岩谷産業
●大塚製薬
●ニプロファーマ
●扶桑薬品工業
●呉竹
●トラスコ中山
●モリタ
●関西電力
●JR東海
●日本食品分析センター
●日本赤十字社
●兵庫県庁
●大阪府教育委員会

兵庫県立芦屋高校出身 2023年3月卒業 奈良県立奈良高校出身 2022年3月卒業 福岡県立中間高校出身 2020年3月卒業 2022年博士前期課程修了

●サンシャイン水族館
●横浜・八景島シーパラダイス
●城崎マリンワールド
●みなとやま水族館
●マルハニチロ
●カネテツデリカフーズ
●はごろもフーズ
●横浜冷凍
●東洋冷蔵
●極洋
●日清食品
●伊藤園
●デリカフーズ

●山崎製パン
●日世
●明治
●島津製作所
●Sky
●ニッセイコム
●積水ハウス
●JRA（日本中央競馬会）
●フィード・ワン
●大阪府漁業協同組合連合会
●静岡県庁
●千葉県庁
●京都府教育委員会

●国立病院機構近畿グループ
●市立東大阪医療センター
●きつこう会
●大阪府済生会千里病院
●医誠会
●八尾市立病院
●関西医科大学
●日清医療食品
●エームサービス
●魚国総本社
●クラウン・パッケージ
●ウエルシア薬局
●ライフコーポレーション

●近畿大学大学院
●徳島大学大学院

●近畿大学大学院
●京都大学大学院
●東京大学大学院

●近畿大学大学院
●大阪大学大学院
●名古屋大学大学院

●日本ハム
●日本マクドナルド
●日本アクセス
●明治
●中島大祥堂
●シノブフーズ
●フジッコ
●マルコメ
●山崎製パン
●奈良県庁
●堺市役所
●神戸市役所
●大阪市教育委員会

●住友林業緑化
●阪神園芸
●タキイ種苗
●山崎製パン
●よつ葉乳業
●日産化学
●ミヨシ油脂
●いであ
●中外テクノス
●アース環境サービス
●水資源機構
●国立病院機構
●沖縄美ら島財団

●農林水産省
●林野庁
●気象庁
●奈良県庁
●大阪府庁
●京都府庁
●和歌山県庁
●愛知県庁
●東京都庁
●大阪市役所
●周南市徳山動物園
●奈良県教育委員会
●大阪府教育委員会

●日清食品
●三幸製菓
●ブルボン
●ニチレイフーズ
●ヒガシマル醤油
●伊藤園
●いかるが牛乳
●UCC上島珈琲
●成城石井
●アイリスオーヤマ
●コニシ
●大和ハウス工業
●三菱製紙

●興和
●ミルボン
●イーピーエス
●カネコ種苗
●KISCO
●TIS
●マクニカ
●関電工
●南都銀行
●JA全農（全国農業協同組合連合会）
●船井総合研究所
●日本海事検定協会
●日本食品分析センター

記載しているスケジュールは、あくまでも一般的なものです。実際には、早く動き出す企業・団体も増えています

就職活動スケジュール

民
間
企
業
の
動
き

学
生
の
動
き

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
3年次 4年次

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月～3月11月 12月 1月 2月 3月

二次試験

採用試験（各自治体により異なる）

一次試験 二次試験 官庁訪問

官庁訪問一次試験
二次試験

一次試験

二次試験一次試験

採用説明会
書類選考・筆記試験

面接
内々定

早期選考

内定

内々定 内定

就職情報
サイト登録
インターンシップ
などの

エントリー開始

インターンシップなど

1年次 2年次 3年次 4年次

1・2年次は助走期間
できる限り多くの経験を積むこと

課外講座の受講（公務員試験対策・秘書技能検定・ドローン検定 など）

個別相談

インターンシップなどに参加
OB・OG訪問

業界・企業研究会

就職特別講演会
模擬面接

企業説明会

就職ガイダンス 就職ガイダンス 就職ガイダンス リスタートセミナー

3年次からは、就職活動に向けて本格的に行動
1・2年次の経験が大きく影響

キャリアデザイン（将来、なりたい自分を考える）

インターンシップなど
夏　期 秋期・冬期

国家一般職

教員

国家総合職

地方公務員

公
務
員
・
教
員

自己分析・自己PRの準備
企業・団体へのエントリー業界・企業・職種研究

OB・OG訪問
書類選考・筆記試験インターンシップなどに参加

面接筆記試験対策

民間企業
就職決定率 95.7%
農学部

※2025年3月農学部卒業生
※割合の合計は、端数処理の関係で100%にならないことがあります

業種別就職先

農業生産科学科※

奈良県庁

応用生命化学科
滋賀県工業技術総合センター（滋賀県職員）

食品栄養学科
独立行政法人 地域医療機能推進機構（JCHO）

生物機能科学科
株式会社ツムラ

環境管理学科
キョーリンフード工業株式会社

水産学科
カゴメ株式会社

23.3%

18.1%

2.7%

3.0%

2.1%

2.7%

1.0%
0.6%

0.6%

1.0%13.2%

0.5%

1.0%

8.2%

20.9%

0.2%1.0%

農学部
全体

農業生産科
学科※

水産学科

1% 0.9%

2.8% 1%

1%
1%

0.8%
0.9%

0.8%

0.9%

0.9%

2.9%1.9%

0.8%
0.8%

0.9%1%1%

25.7%

29.1%

25.3%

26.1%

13%

13.9%

30.3%

16.5%

4.9%

0.8%

13.3%
25.2% 13.8%

18.4%
17.5%

13.4%

14.8%

28.7%

7.3%

応用生命化
学科

11.4%

15.2%

15.2%

30.5%

16.8%

15.7%

29.4%

24.3%

食品栄養
学科

1%
1.9%

2.5%
1.3%

2.9% 4.2%

3.7%

0.9%

3.9%

1.8%

0.9%

4.6%

1.9%
1.9%

1%

5%

環境管理
学科

1.9%

0.8%

1.8%

1%

2.9%

5.1%

3.4%

4.6%

3.9%

3.8%

1.3% 5.1%

0.8%

1.8%

2.9%

1.9%

生物機能科
学科

学科別

農業・林業
建設業
教員

製造業
情報通信業
大学院進学

金融・保険業
不動産・物品賃貸業

運輸業・郵便業
卸売・小売業
自営

学術研究・専門技術サービス業
宿泊業・飲食サービス業

教育・学習支援業
電気・ガス・水道業

医療・福祉
サービス業

公務員
漁業

※2027年4月　農業生産科学科から農学科に名称変更予定

※2027年4月　農業生産科学科から農学科に名称変更予定
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4年間の流れ

4
年次

まずは幅広く専門分野の
基礎的知識について学ぶ

各学科の専門知識と技術を学修
3年次からスタートする
本格的な実験に備える

プレゼミナールで各研究室を
回り、実験に触れるなかで
自分の興味を探る

研究室に所属し、
自ら選んだ研究テーマに基づき
実験・研究を行う

1
年次

2
年次

3
年次

基礎と体験的な学びを重視し、農学技術者に必要な力を育む

学び力
パワーアップ

君の4年間を
もっと深く
おもしろく！

専門科目

少人数クラスで行われる近大ゼミは、学問の楽
しさを体感する科目です。基礎専門的な学修
を通して、読む・書く・調べる・まとめる・発表
する方法を体得します。論理的思考力・表現
力・判断力を養うとともに、学生同士のコミュ
ニケーションを深めます。

社会人として必要な教養と力を磨く

農学の専門知識と技術を学ぶ
各学科の主要領域を学ぶ専攻科目と、学生の関心に応じて他学科の領域も学
べる関連科目があり、農学の専門知識と技術を学びます。卒業には90単位以
上の単位修得が必要です。

共通教養科目・専門基礎科目・外国語科目

専門科目

グローバル社会に対応するため、英語を母語
とする講師による実践的な英会話教育を実施。
より実践的に学び、英語による高いコミュニケー
ション能力を養います。

近大ゼミ

共通教養科目

卒業研究プレゼミナール・研究室分属

就業体験を通して、職業意識を育む
学生が在学中に企業や自治体などで就業体験を行います。在学中に就業体験
をすることは、社会や企業の実情を知ることができ、自分の職業適性や将来設
計を考えるきっかけにもなります。主体的な職業選択や高い職業意識を育むプ
ログラムです。

最先端の研究成果に触れる
3年次から各研究室を回り、少人数でのプレゼミナールを通して、興味のある分
野を探ります。4年次から正式に各研究室への分属が決定。研究室配属後は最
先端の研究成果に触れながら専門的な技術と知識を磨くとともに、卒業研究
に向けて研究を深めていきます。

4年間の学びの集大成
学生自身が研究テーマを選択。担当教員の指導のもと、実験や文献講読な
どを繰り返し、解決策を主体的に見つけ出す能力を養成します。世界的に実
績のある研究室も多く、最先端の研究を体験できます。

就業体験

実際の企業や企業社会の実情を学ぶこと
で職業意識を高める、ユニークな演習科目
です。“企業の実際”を知ることは、進路選
択の参考にもなるでしょう。

キャリアデザイン

英語を母語とする講師による
英会話指導

前期・後期の終わりに学生が講義を評価し、そ
れを受けて教員がリフレクションペーパーを作
成して、学生に公開。時代に合った農学部の在
り方を探究しています。

学生による授業評価制度

建学の精神である「実学」に根差したカリキ
ュラムを実践。実社会とのつながりを実感
しながら学びを深めていくなかで、社会に貢
献できる人材を育成します。

実学重視のカリキュラム

各分野の専門知識に加え、幅広い教養を身につけ、柔軟な人間性と社会性を
育む共通教養科目。グローバル化、高齢化などの社会変化に連動する科学と
人間のかかわりを理解し、問題意識を高めます。農学分野で活躍するために必
要な教養と自己発信能力を磨く科目です。

社会で役立つ実用的な
英語教育

外国語科目

最新鋭の機器を活用した外国語教育を実施す
るほか、外国人教員による英会話教育で英語
力を強化します。

基礎専門的な学びで、
学問の楽しさを知る
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学科紹介

農学部男女比［1年生］

男性 61％女性 39％
■奈良キャンパス
■1学年定員／680人
■学生総数／2,919人
■教員数／94人

DATA
2025年5月現在

農学部エリア別出身地

近畿 79％

九州・沖縄 2％
四国 2％ 中国 3％

北海道・東北 1％
関東 3％

北陸・中部 10％
食料・環境・生命・健康・エネルギー分野の課題を解決する人材を育む、
農学部6学科

※募集人員は2026年3月現在のものです。

■ 学芸員　　など

将来の進路 目標とする資格・検定

p.11へ● 食品・種苗メーカー、商社
● 飼料メーカー、商社
● 農業法人・農業関連企業
● 農業協同組合
● 農機具・農業資材 関連企業

■ 中学校・高等学校教諭一種（理科）
■ 高等学校教諭一種（農業）
■ 学芸員　　など

● 国家・地方公務員
● 大学院　　など

「農と食」「自然」「社会」から
農学を追究する、農学分野の中心的学科

将来の進路 目標とする資格・検定

p.31へ
● 食品メーカー、商社
● 医薬品メーカー、商社
● 化学関連企業
● 種苗メーカー、商社
● 生殖医療分野の技術者

■ 上級バイオ技術者
■ 胚培養士
■ 危険物取扱者［甲種］
■ 中学校・高等学校教諭一種（理科）
■ 高等学校教諭一種（農業）

● 国家・地方公務員
● 大学院　　など

生物の機能を探究し、
先端科学で食料・医療・創薬・エネルギー問題を解決

生物機能科学科06
1学年 募集人員 120人

将来の進路 目標とする資格・検定

p.27へ
● 環境関連企業
● 食品メーカー、商社
● 医薬品メーカー、商社
● ハウスメーカー
● 農業協同組合

■ 樹木医補
■ ビオトープ管理士
■ 自然再生士補
■ 技術士補
■ 危険物取扱者［甲種］

● 衛生管理関連企業
● 農業法人・農業関連企業
● 建設コンサルタント
● 国家・地方公務員
● 大学院　　など

環境問題と真摯に向き合い、
自然と人間社会の共生をめざす

環境管理学科05
1学年 募集人員 120人

将来の進路 目標とする資格・検定

p.23へ
■ 管理栄養士・栄養士
■ 食品衛生管理者・監視員
■ 栄養教諭一種
■ 中学校・高等学校教諭一種（理科）　など

時代のニーズにこたえられる、
食と健康のスペシャリストを育成

食品栄養学科
［管理栄養士養成課程］

04

1学年 募集人員 80人

将来の進路 目標とする資格・検定

p.19へ生命の特性を化学的視点から理解し、
社会に役立つ応用研究を行う

応用生命化学科03
1学年 募集人員 120人

将来の進路 目標とする資格・検定

p.15へ食料と環境の分野から
水産資源の有効利用を追究する

水産学科02
1学年 募集人員 120人

● 水族館・博物館　
● 食品メーカー、商社　　
● 釣り具・観賞魚関連企業
● 水産増養殖関連企業
● 流通系企業

● 飼料メーカー、商社
● 漁業協同組合
● 国家・地方公務員
● 大学院　　など

■ 技術士
■ 潜水士
■ 小型船舶操縦士［二級］
■ 食品衛生管理者・監視員
■ 中学校・高等学校教諭一種（理科）

■ 高等学校教諭一種（水産）
■ 学芸員　　など

● 食品・飲料メーカー
● 化粧品・香料メーカー
● 種苗・農薬メーカー
● 医薬品・化成品メーカー、商社

■ 食品衛生管理者・監視員
■ 危険物取扱者［甲種］
■ 中学校・高等学校教諭一種（理科）
■ 高等学校教諭一種（農業）
■ 学芸員　　など

● 国家・地方公務員
● 大学院　　など

● 病院・医療機関　　　
● 福祉施設・介護施設　
● 給食委託企業　　　 
● 健康系（トレーニング）施設

● 食品メーカー・流通企業
● 国家・地方公務員
● 大学院　　など

■ 中学校・高等学校教諭一種（理科）
■ 高等学校教諭一種（農業）
■ 学芸員　　など

農学科01
1学年 募集人員 120人
（2027年4月　農業生産科学科から名称変更予定）
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農学科

「お腹・財布・心を満たす」
実学重視の近大農学の創出に挑戦
近年における気候変動や国際情勢の不安定化に伴って、私たちの暮らしを支える農や食の分野に
大きな影響が生じています。これらの問題を解決するため、農学科では次の3つの観点から研究に取
り組んでいます。①穀物、野菜、果樹、花といった多様な作物やきのこを対象に、先進的な栽培・防
除技術の開発や品種改良に取り組んでいます（農と食）。②作物と昆虫、カビ、バクテリア、ウイルスな
どとの関係やそれらの生態を明らかにすることで、自然と調和した農業の実現をめざしています（自
然）。③農業経済・経営やアグリビジネスの視点を取り入れることで、農業・食品産業や地域の活性
化につながる活動にも力を入れています（社会）。AIやリモートセンシング、ICTなどの先端技術を活
用し、農と食、自然、社会を密に連携させ、生産者・消費者・地域社会のお腹・財布・心を満たす「三方
良し」で実学重視の近大農学を創出していきます。学生のみなさんは、自然豊かな奈良キャンパ
スの充実したカリキュラム、研究施設（実験圃場、きのこ栽培施設、昆虫飼育施設、遺伝子組換え実験
室など）、地域／国際ネットワークを十分に活用し、のびのびと学びを深めることができます。また、和
歌山県にある地域創生農業研究所とも連携して、多様な実習・研究を行うことができます。これらの
学びを通して、学生のみなさんは未来開拓力を培い、社会での活躍をめざします。

本質を見抜き、
未来を開く力を育む
農と食、自然、社会に関する幅広い高度な知識
や技術を習得し、基礎・応用研究や社会実装に
至る多様なアプローチのなかで本質を見抜き、
未来を開く力を育みます。未来開拓力を身につ
けた卒業生は、農業・食品業界をはじめとして、
幅広い分野で活躍しています。

この学科でできる体験について
教えてください

農作物の背景や価値を社会にしっかり届ける

人権と社会1

物理学

情報基礎

基礎ゼミ※
日本農業論 英語1

化学

植物遺伝育種学

英語1

植物病理学

フランス語総合1

生涯スポーツ1

教職入門

English 
Communication1

園芸植物学

農学野外実習

時限 Mon Tue Wed Thu Fri
1

2

3

4

5

時間割（1年次）
ものづくりや自然、食べることが好きで、山のなかに家を建て植物園をつくることが
夢です。学科の科目は実習も充実していて、自然豊かな環境のなかで学べるのが
魅力です。生物学や化学など農業の基礎となる科目を学んだ後、農作物の生産効
率や品質を高める方法や流通・販売の仕組み、地域の活性化などについて、幅広
い視点で学んでいます。奈良県曽爾村のみなさんと連携・協働して農作物の共同
購入などを行う「そにのわCSA」という地域支援型農業の活動にも参加していま
す。提供される農作物の特徴を調べたり、CSAの会員のみなさんと話をしたりする
ことを通じて、農業の営みや人と自然のつながりをより意識するようになりました。
将来は、農作物の背景や価値をしっかり届けられる人になりたいと考えています。

メディア授業
集中講義

暮らしのなかの憲法
地球環境と気象

■ 中学校・高等学校教諭一種（理科）　■ 高等学校教諭一種（農業）　■ 学芸員　　など

在学生インタビュー

カリキュラム

目標とする
資格・検定

これまでに印象に残った授業は？

農業生産科学科［3年］ 兵庫県・仁川学院高校出身

農学科01学科紹介

実学主義で「近畿大学ならでは」の農学の実現に向けたカリキュラム
生命の不思議を解き明かし、農業に利用することで新しいビジネスを創出することが近畿大学のめざす農学です。遺伝子レベルからフィールド、さらには社会も
網羅するために必要な知識や技術の修得をめざします。「附属農場実習」や「農学フィールド実習」では農業の現場を実際に体験し、また独自資格であるアグリビジネス
マイスター※の取得をめざします。専攻により国家・地方公務員試験（農学職）受験にも対応しています。
※アグリビジネスマイスターとは、生物現象をよく理解し、農産物の生産から加工・販売までをトータルに学修して、各種アグリビジネスの立案・実践能力を養うことをめざし、近畿大学
　農学部が認定するマイスターの称号です。

Message
栽培から販売やマーケティ
ングまで農業の一連の流れ
を実践。「育てる」から「届け
る」まで体験できます！実習では、実際に自分の手で農作物を育て、味わうこと

ができます。みんなで協力しながら成果を得ることがで
き、とてもやりがいを感じます。実験や調査などを通して
データから農作物の栽培や販売の方法を考える機会も
あり、感覚だけでなく科学的に農業を見る力も養われま
す。栽培、育種、防除、販売や経営など農業について多角
的に学べ、自分の興味がある分野が自然と見つかります。

2年生で受講した「フラワービジネス演習」では、実際
に花に関わる仕事をしている方が講師として授業をし
てくださり、普段は知ることのないお話を聞けたことが
印象的でした。実際の仕事の大変さや魅力を知ること
で、自分が将来どのような形で自然や植物に関わりたい
のかをあらためて考えるきっかけになり、めざす姿がよ
り具体的にイメージできるようになりました。

PICK UP! 1

PICK UP! 2
PICK UP! 3

圃場での作物栽培や里山での野外観
察を体験。1年次に開講され、新しい友
人を作る良い機会でもあります。

施設園芸に必要な栽培管理のノウハ
ウを実践的に学びます。栽培方法や病
害虫・肥培管理を習得し、ミツバチ不
足や農薬多散布問題、データ駆動型
農業の実例についても理解を深める
実習です。

奈良県平群町の実習圃場を中心とし
て、農産物の生産から加工、販売まで
をトータルに学びます。なお本実習は、
アグリビジネスマイスター※認定取得
のための必修科目となっています。

農学野外実習

専
攻
科
目

専
攻
科
目

関
連
科
目

1年次 2年次 3年次 4年次

作物を病気から守るためには、まず、原
因となる植物病原体（ウイルス、細菌、カ
ビ）の特性を理解する必要があります。
本講義では、植物病原体の形態学的特
徴や感染機構などを解説するとともに、
それらの防除戦略について紹介します。

植物病理学

植物生理学
害虫管理学
雑草管理学
昆虫生態学
昆虫生理学
果樹品種育成論
農業政策学
アグリビジネス起業論
農産物流通・マーケティング論
アグリビジネスマネジメント論

園芸学研究の方法
園芸植物と遺伝子
フラワービジネス論
AI基礎論
AI基礎演習
農学専門実験 Ⅰ・Ⅱ
附属農場実習
専門英語 Ⅰ・Ⅱ

専門演習 Ⅰ・Ⅱ
卒業研究

植物栄養生理学
微生物学
農薬化学

環境ビジネス学
持続可能な水産業
有機化学 Ⅰ・Ⅱ

食品機能学
農産製造学
生命有機化学

生物多様性の科学
植物生態学

資
格

関
連
科
目

生物学
化学
物理学
環境保全栽培学
環境植物学
昆虫学
植物病理学
植物遺伝育種学
日本農業論
環境化学基礎

鳥獣害管理学
園芸植物学
農学野外実習

数学
細胞生物学
工芸作物学
食用作物学
果樹園芸学
野菜園芸学
花卉園芸学
施設園芸学
植物病原微生物学
応用きのこ学

植物分子生物学
農村地域マネジメント論
農業経済学
農学特別講義 Ⅰ
地域活性化論
植物形態学
栽培システム学
作物生産情報学
フラワービジネス演習
化学生態学

植物感染制御工学
植物育種学
実践型先端農業実習

基礎生物学実験
基礎化学実験
基礎物理学実験
農学フィールド実習

PICK UP! 4アグリビジネス実習

※カリキュラムは2026年度のものです。2027年度は変更になる場合があります。

PICK UP! 1 PICK UP! 2 PICK UP! 3 PICK UP! 4

実践型先端農業実習 アグリビジネス実習

実学重視の
近大農学

農と食
［栽培・品種改良］

自然
［生物・生態］

社会
［経済・地域］

※現在は科目名変更（旧科目名で表記）

（2027年4月　農業生産科学科から名称変更予定）
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2027年度から、研究室の再構成、カリキュラムの改編などを実施し、
「農学科」として新たなスタートを切ります。新学科でのスローガンは、
"ゼロから挑み、未来を創る"です。これは、誰かが用意した答えにたどり
着くのではなく、誰も手をつけていない社会の課題に気づき（ゼロから挑
み）、それに対して思考と試行を重ねてオリジナルな解決策を導き出
す（未来を創る）、このような能力を養うことを意味します。この能力を養
うために、企業や地域と連携したプロジェクト、最新技術を活用した研
究など、学生のみなさんにとって多彩な挑戦の場が用意されています。失
敗を成功の糧にしながら柔軟な発想力とたくましい実践力を身につけ、み
なさんが社会で活躍できるよう、教職員が一丸となってサポートします。

未来の社会では、気候変動に伴う豪雨・干ばつ・異常高温などの自然
災害の増加や、新たな病害虫の出現や蔓延拡大といった、食料生産
を脅かす予測困難な難題に対して、国際的視野での解決が求められ
ています。これらの難題に立ち向かうには、農学の専門知識に加え
て、異なる分野をつなぐ思考力が不可欠です。新学科では、基礎から
応用まで、ゲノムから圃場や地域社会まで、各教員が展開する多様な
研究に関わることにより、協調しながら新しいアイデアを創造する力
を身につけることができるよう学びの場を提供していきます。

農学科学科紹介

TOPICS

大石 卓史 教授

大学と地域の連携による
農山村地域の活性化を
めざして

大学と地域の有機的・創造的な連携による農山村地域
の活性化をめざして、自らも学生たちとともに地域との
連携活動（地域資源を活用した商品開発や援農、政策
提案など）に参画しつつ、同時に、関係者を対象とした
社会経済調査を行い、大学と地域の連携を取り巻く課
題の検証や改善策の提案を行っています。

農業経営経済学研究室

飯嶋 盛雄 教授 種坂 英次 教授

廣岡 義博 准教授

築山 拓司 准教授 松田 克礼 教授

増田 忠義 准教授

細川 宗孝 教授

米谷 衣代 准教授

神崎 真哉 教授 野々村 照雄 教授

香取 郁夫 教授

山根 浩二  教授

作物学研究室

異種作物の根系を密に組み合わせる接触混植は、土壌
湛水環境では水田作物が畑作物に酸素を与え、乾燥環
境では畑作物が水田作物に水を与えます。大雨と乾燥
の連続発生という極端な水環境に対応するため、イネ
／ダイズ接触混植を他のさまざまな技術と併用した場
合の有用性を検討しています。

「きのこ」形成のスイッチを
制御し、マツタケの
人工栽培にも挑戦

きのこの本体はカビ状の菌糸体ですが、光や低温刺
激を受容して栄養成長から生殖成長に切り替わり、
子実体（きのこ）を形成します。「やる気スイッチ」とも
いえるこの分化過程に関わる遺伝子群を明らかに
し、生産現場における安定したきのこ形成とともに、
マツタケの人工栽培にも挑戦しています。

育種学研究室

植物の細胞内を三次元で
観察して環境ストレスによる
障害をミクロのレベルで追究

植物は動くことができないため外部環境からさまざまな
ストレスを受け、そのストレスが農業生産を低減させる大
きな要因となっています。我々は、電子顕微鏡を用いて細
胞や細胞小器官を三次元で観察し、植物が環境ストレス
を受けたときの障害をミクロのレベルで追究しています。

作物学研究室
「進化の原動力」
トランスポゾンの転移の
メカニズムを解明し、
品種改良に役立てる

育種（品種改良）は、進化のミニチュア版です。「動く遺
伝子」と呼ばれるトランスポゾンは、ゲノムのなかを転移
することで、さまざまな突然変異を生み出し、生物の進
化を牽引してきました。トランスポゾンが生み出す突然
変異を育種に応用するために、トランスポゾンが転移す
るメカニズムを研究しています。

育種学研究室
静電気を利用した
雑草防除システムの提案

アーク放電の誘発を利用した雑草感知センサーの開
発と設置型の全自動雑草抑制システムへの応用を試み
ています。このシステムは、フェンスに絡みつく蔓性雑草
の葛などを効果的に抑制し、さらに除草剤や人手に頼
らない新しい雑草管理技術になる可能性があります。

植物感染制御工学研究室

在来の訪花昆虫を利用して
農作物の授粉を行い、
日本の生態系を守る

ハウス栽培イチゴを含む多くの農作物が、人為的に放
飼されたセイヨウミツバチによって授粉されています。
しかし、セイヨウミツバチは外来種であり、日本の生態
系に悪影響を与える恐れがあります。そこで、私たち
は在来のハナバチを農作物の授粉に利用するための
研究を行っています。

昆虫学研究室

自然環境・生態系と
人間社会経済が調和する
より良い農林業経営・
資源管理に向けて

国内外のさまざまな農林業・食料生産・消費の現場が
対象です。生産者・消費者・諸関係者の役割・意思決定
や資源配分システムを社会科学の手法で調査・分析し、
課題抽出・改善処方などに供します。奈良・近畿から世
界市場まで、茶コーヒー・酒類やコメ・大豆などの国内
外生産流通と市場戦略も研究対象です。

農業経営経済学研究室

植物の香りシグナルが
昆虫の行動を制御する機能を
農業害虫の
環境保全型防除に活用する

自然環境においても農環境においても、生物はみな他
の生物と何らかの「関わり」を保ちながら生きていま
す。このような「関わり」を生物間相互作用と呼びま
す。私は昆虫たちが織りなす相互作用ネットワークの
なかで、さまざまな情報を伝える植物の香りが果たす
役割についての研究を行っています。

昆虫学研究室

未知の生命現象を
解き明かし、農業の
新技術を生み出す

花は人を癒すために改良が続けられ、人間とともに進化を
続けてきました。花はまさしく人間の感性の結晶であり、
眺めていると興味が尽きません。未知の現象が豊富で、
驚くべきメカニズムを私たちに教えてくれます。明らかに
したメカニズムは新技術として農業に活用されます。
この一連の流れを学生とともに楽しみたいと考えています。

花卉園芸学研究室

気候変動に対応した
園芸植物の栽培技術と
品種開発への挑戦

植物は、環境に応じてさまざまな反応や成長をみせる
存在です。園芸生産においては、気候変動や地球温暖
化に対応した栽培体系の構築が重要な課題となってい
ます。将来的に予想される環境変化のなかでも園芸植
物が健全に育つための栽培技術や品種開発をめざし、
研究に取り組んでいます。

山崎 彬 講師

花卉園芸学研究室

作物のストレスを簡易的に
診断することで適切な
栽培管理を提案する

マルチスペクトルカメラやサーモグラフィーカメラを搭
載したドローンを利用して、作物のストレス状態を簡易
的に診断する技術を開発しています。気候変動が進行
し、作物のストレスもますます大きくなっていくなかで、
この診断技術を利用して適切な栽培管理を提案し、作
物のストレス緩和をめざします。

作物学研究室
よりおいしく、よりきれいな
果物を安定生産するための
技術や品種を開発する

果物は食に彩りを添え豊かにするために必要不可欠な
品目であり、味だけでなく、外観も良い高品質果実を安
定して生産するための技術や品種が求められています。
マンゴーなど熱帯果樹類を対象に、果実の成熟過程や
開花制御の仕組みを探ることで、そうした技術や品種の
開発に貢献したいと考えています。

園芸植物学研究室
メロン、イチゴおよびトマトを
うどんこ病（植物の病気）から
守るための方法を提案する

メロン、イチゴおよびトマトをうどんこ病から守るため
に、化学農薬のみに依存しない新たな防除技術の開発
をめざしています。研究では、主に、顕微鏡、静電気およ
び遺伝子工学技術を利用して、うどんこ病菌の形態や
感染行動を観察・解析するとともに、うどんこ病菌の胞
子放出・飛散メカニズムの解明を行っています。

植物感染制御工学研究室

洪水と干ばつが
交互に繰り返される
農地環境に対応できる
作物栽培技術を考える

※教員組織は2026年度のものです。2027年度は変更になる場合があります。

小枝 壮太 教授

野菜の世界的な課題に
品種改良の力で挑む

トウガラシ、ピーマン、トマト、ナス、キュウリ、メロンなど
を対象として主にウイルス抵抗性品種の育種をめざし
た研究をしています。ウイルスの同定や接種法の開発、
野菜の遺伝資源からの抵抗性系統の選抜や抵抗性遺
伝子の特定を経て新しい品種の開発につながるような
研究に取り組んでいます。

園芸植物学研究室

農業生産科学科
（YouTube再生リスト）

農学科に名称変更し、新体制でのスタートを切ります！

ゼロから挑み、未来を創る

世界を動かす力はここから

人口増加に伴って食料不足や食品ロスなどの食料問題が深刻化して
います。近畿大学農学部は奈良県と連携して「農の入口」モデル事業
を立ち上げ、ICT（情報通信技術）を活用した「なら近大農法」を展開
しています。農作物、たとえばメロンの場合、栽培時に果実の肥大成長
の途中段階で間引かれる摘果メロンができ、通常は廃棄されます。こ
ういった食品ロスの問題を解決するため、アドベンチャーワールドの
動物（ゾウやサルなど）の食事として提供したり、ピクルスに加工する
などして新たな食材として有効活用。また農業分野にICTやIoT（モノ
のインターネット）を導入することで、農業従事者の増加、農作業の負
担軽減、収穫量の増加と品質の安定化、そして食料問題の解決へとつ
ながる取り組みを行っています。

研究 農業分野へのICTやIoT導入であらゆる食料問題の解決をめざす

■ ドローン計測とAI技術を利用した作物収量予測モデルの開発
■ イネ葉肉細胞内のオルガネラ三次元構造の品種間差異
■ イネがゲノム内のトランスポゾンを抑制するメカニズムの解明と育種への応用
■ マンゴーの花成制御機構の解析と新規作型の開発
■ トウガラシにおけるベゴモウイルス抵抗性系統の遺伝解析
■ 地球規模の高温ストレス下における生殖維持機構と鍵遺伝子の探索

■ 紫外線照射によるバラ病害の総合防除技術の開発
■ 近大オリジナルイチゴ品種の開発
■ 静電気技術を利用したうどんこ病菌の農薬感受性に対する量的評価
■ 天敵昆虫を呼び寄せる植物の香りの探索
■ 昆虫食としてのヤシオオオサゾウムシの大量増殖法の検討
■ 6次産業化が農山村地域の活性化に与える効果の検証

卒業研究のテーマ例
「農と食」、「自然」、「社会」という農学科が掲げる3つのアプローチによって、基礎・応用研究から
社会実装に至る多様な課題の解決に挑んでください。

↑ クリック
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https://www.youtube.com/playlist?app=desktop&list=PLXPQjLdXyX2727SKLKZwD30QHR3a1kZxi


水産学科

体験型講義などを通して、幅広い分野を
網羅した水産学のプロを養成
海洋の資源が、食品だけではなく医薬品や工業用材料、エネルギーなど
にも利用されるようになり、その一方で海洋の環境汚染が問題となっ
ている現在、水産業の重要性はますます高まっています。水産学科で
は、生物、増養殖、漁業、水産加工業など水域の食料生産にかかわる学
問分野から、水域生態系の評価・保護・改善・修復・共生などの環境保全
分野まで、幅広い分野の教育を進めています。基礎・応用知識と実践力
を修得したうえで、社会奉仕やインターンシップ、実践的フィールドワー
クなど本学独自のカリキュラムを編成。世界的な設備と技術を誇る水産
研究所をはじめとする学内外の諸施設での体験型講義も開講し、現場
に即した問題意識を高めながら、水産学のプロを養成します。

クロマグロの完全養殖をはじめ、
世界に誇る研究を展開
クロマグロの完全養殖に世界で初め
て成功したことを足がかりに、文部科
学省の大型プロジェクトにより大き
な研究費を獲得し、今や世界をリー
ドする養殖研究拠点として広く認知
されています。また教育面において、
水産学科のカリキュラムはJABEE
（日本技術者教育認定機構）の認定
を受けており、卒業後に活躍できる
水産技術士の育成に努めています。

水産資源の持続可能な利用法を学び、社会に還元する

暮らしのなかの
憲法

物理学

生態学基礎

英語1

水産学
基礎実験Ⅰ水産学概論

基礎ゼミ※

生物学

英語1動物行動学

海水養殖学

教職入門

English
Communication1

生涯スポーツ1

韓国語総合1

情報基礎

時限 Mon Tue Wed Thu Fri

1

2

3

4

5

時間割（1年次）
身近な生き物に幼い頃から関心があり、とくに水中の生き物の生態に魅了されて
きました。大学進学にあたり、ただ「好き」というだけでなく、生命の多様性や水産
資源の持続的な利用といった社会的なテーマをはじめ、魚類や海洋生物に
ついて深く探求できる水産学科を志望しました。魚の回遊研究の第一人者や、
持続的な養殖技術を開発している研究者など、専門知識を持つ先生から直接指導
を受けています。魚類以外にもイルカなどの海棲哺乳類の行動や環境との
関わり、さらには水産物の加工・保存方法など、幅広い分野を学べます。現在、
タコの繁殖について学んでいます。繁殖を研究することによって持続可能な資源
管理に努めるということも目標の一つです。

■ 技術士　■ 潜水士　■ 小型船舶操縦士［二級］　■ 食品衛生管理者・監視員　
■ 中学校・高等学校教諭一種（理科）　■ 高等学校教諭一種（水産）　■ 学芸員　　など

在学生インタビュー

PICK UP! 1 PICK UP! 2 PICK UP! 3 PICK UP! 4

カリキュラム

目標とする
資格・検定

水産学科［3年］ 大阪府立市岡高校出身

水産学科02学科紹介

※カリキュラムは2026年度のものです。2027年度は変更になる場合があります。

微生物は肉眼では見えないので、その存在を普
段の生活で意識することはほとんどありません。
ところが微生物は、海水、河川水、土壌など地球
上のあらゆるところに大量に存在し、私たちの生
活にさまざまな影響を及ぼします。水圏に存在す
る微生物群を中心に、微生物の世界を学びます。

「おいしい魚を、安心・安全に食べ続ける
ために」養殖場環境のことを知らずして、
この目的を達成することはできません。基
本的な海洋観測機器の使用方法や得ら
れるデータの解析方法を修得し、養殖場
環境について学びます。

海棲哺乳類を研究するには、ホエールウォッチ
ングに携わる人々や水族館スタッフとの協力が
必要不可欠です。実際に船に乗って野生の鯨類
を観察したり、水族館を訪れたりして、現場の環
境や仕事内容について理解したうえで、野生個
体と飼育個体の研究手法について学びます。

漁獲した水産物は、何らかの手を加えて保
存性の高い食品に加工されます。どんな手順
で加工されるのか、どんな原理が使われてい
るのか、新しい技術も含め解説します。また、
近年注目されている機能性食品や創薬資源
としての水産物利用についても解説します。

1年次 2年次 3年次 4年次
A群. 科学知識の基礎を修得し、さまざまな生命活動を理解する［Ⅰ：生命科学系 Ⅱ：数学物理学系］

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

魚類生態学
生物学
動物行動学

魚介藻類増殖学　海水養殖学 淡水増殖学　栽培漁業論　種苗生産学　魚類育種学 魚病学　魚類栄養学

魚類発生生物学
生体分子解析学

AI基礎論　AI基礎演習水産実用数学　物理学 数学

漁業情報学 漁業生産システム論水産海洋学　水産資源学

微生物海洋学
海洋生態系科学

陸水学　
水質学

水族環境学　海洋環境修復学

化学 水産資源化学　食品製造管理学　食品衛生管理学

水産施策概論水産学概論

水産学基礎実験 Ⅱ
養殖学基礎実習
小型船舶操縦法

水産学基礎実験 I
潜水技術論

技術者倫理

専門英語 Ⅰ・Ⅱ 専門演習 Ⅰ・Ⅱ

水産技術専門演習　水産技術専門実験 卒業研究

C群. 水域の環境保全の重要性を生物・環境の両面から認識し、多面的に考える

D群. 世界における水産資源の利用方法を修得し、その流通を含む食料問題への対応力を養う［Ⅰ：利用系 Ⅱ：流通経営系］

水産食品保蔵学
食品微生物学

水産利用学
水産生物化学

水族館学
魚類内分泌学
水産遺伝学

魚類学
水産動物学
魚類環境生理学

魚類繁殖生理学
海棲哺乳類学

B群. 水域における多様な食料生産システムを地球的視野から理解し、応用できる［Ⅰ：増殖生産系 Ⅱ：漁業生産系］

F群. 水産技術者として必要な世界観・倫理観を身につける

G群. 水産技術者として必要な論理的記述力、口頭発表力、コミュニケーション能力を身につける

H群. 水産技術者として必要なデザイン能力・自主性・計画的遂行力を身につける

E群. 学内外の諸施設を利用した実験・実習・見学により実践力を修得する

専
攻
科
目

水産増殖学実験
水産増殖学実習
水産生物学実習
生物学実験

化学実験
水産利用学実習
水族環境学実験
水産微生物学実験

漁業情報学実習
物理学実験
海棲哺乳類学実習
海棲哺乳類学実験

自然と調和
した水産
水域の
食料生産と
環境保全

水域生態系の
把握と改善

水産物の
有効利用

安全でおいしい
水産物の供給

この学科でできる体験について
教えてください これまでに印象に残った授業は？

実習が豊富で、授業として釣りをしたり、近隣の海で採ったプ
ランクトンを顕微鏡で観察したりします。漁船実習がある研究
室もあり、海と触れ合う機会がたくさんあります。また、水産学
を専門的に学びながら、同時に教職課程を履修できるカリキュ
ラムが整っています。専門科目だけでなく、教育学や心理学な
ど他分野の授業も受けられるため、水産の知識を多角的にとら
えられるようになり、将来の選択肢も広がります。

座学の授業であっても、内容を具体的にイメージしやすい
工夫がされている点が非常におもしろいです。説明する特
定の魚の標本や、その魚を獲るための実際の漁具を教室に
持ち込み、学生が間近に見たり触れたりできます。教科書
やスライドの図を見るだけでなく、実物を手に取って重さ
や質感、構造を確かめることで、その生物の生態や漁具の
仕組みをより深く、立体的に理解することができました。

水圏微生物学 水族環境学実験 海棲哺乳類学実験水産利用学

1年次から4年次まで段階的に専門性を深めることができるよう体系化しています。
水域での食料生産と環境保全の分野で活躍する専門家を育成

生態系科学基礎　
水圏微生物学 PICK UP! 1

PICK UP! 2

PICK UP! 3
PICK UP! 4

Message
キャンパス周辺では、季節によって
クワガタ採集などの自然体験も楽
しめます。リフレッ
シュできる環境が
あるのも農学部の
魅力！

メディア授業 農学と社会
※現在は科目名変更（旧科目名で表記）
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水産学科学科紹介

TOPICS

白樫　正 教授

小林 徹 教授

亀甲 武志 教授

永田 恵里奈 准教授

小林 靖尚 教授

福田 隆志 教授

田中 照佳 准教授

光永 靖 准教授

安藤 正史 教授

谷口 亮人 准教授

渡邊 俊 教授

竹内 綾 助教

石橋 泰典 教授

水産増殖学研究室

魚類養殖で大きな問題である寄生虫病の研究を
行っています。寄生虫を病原体ではなく、独自の生態
を持つ生物として理解することを重視しています。そ
の生態を解明し、活用することで「薬剤に頼らない
寄生虫対策」を開発し、人と環境に優しい防除技術
の実現をめざしています。

卵発生のメカニズム情報を
利用して魚類の
品種改良技術を開発する

発生をはじめた直後の卵の細胞分裂を阻止すること
や、卵あるいは精子の遺伝子を働けなくすること、染
色体の数を増減することなどで、片親の遺伝子だけで
個体を作ったり、養殖魚の脂ののりの良い旬の状態を
年中維持したり、成長が良いきれいな体形の系統を
作ったりするための技術開発研究をしています。

水産生物学研究室

クロマグロ、ウナギから
野菜まで、新しい
「生物生産」のシステムを
開発する

生物を無駄なく生産する新たな方法を開発しています。
具体的には、①クロマグロ、ウナギなどの量産が困難な
種苗の生産方法、②排水を出さない魚介類の閉鎖循環
型陸上養殖や魚介類と海藻、野菜、昆虫などとのコラボ
レーションを図った複合生産システム、③光を使った魚
介類の自発的行動制御法などを開発しています。

水産増殖学研究室

微生物を利用して
「漁場環境を保全」し
「魚病問題を解決」する 

安全でおいしい魚を持続的に養殖するには、漁場環
境を保全し、生産減少を引き起こす魚病問題を解決
することが重要です。私は、体の小さな微生物が、環境
変化に対し迅速に反応することを利用して、漁場悪化
や魚病の早期発見技術、有用微生物を用いた魚病抑
制技術の開発に取り組んでいます。

水族環境学研究室

性と生殖の生理機構を
解析し、魚を育てる技術に
生かす

多くの生物で性は一生変わりませんが、魚類には性転
換する種が数多く存在します。この性転換の仕組みは
未解明です。私は複数の魚種を用いてその生理機構
を解析し、得られた知見を養殖技術の向上に役立て
ることをめざしています。

水産生物学研究室

不思議な魚である
ニホンウナギの
産卵地点の特定に取り組む

いったいウナギは、いつ・どこで・どんなふうに卵を産
むのか？ ウナギの産卵行動を見た人は世界に一人も
いません。私は生物の分布を明らかにできる環境
DNA法を使って、ニホンウナギの産卵地点を探す研
究に取り組んでいます。産卵行動を観察すれば、謎に
包まれたウナギの産卵生態を解明できます。

水産生物学研究室

深海生物（微生物）を
利用して新しい薬を創る

魚類やカイメンなどの海洋生物を資源とした創薬研
究が実を結ぶ一方、深海由来の生物を利用した創薬
研究は、未だ手つかずの状態といえます。私は、この未
利用の深海生物（微生物）からの新しい薬の発見をめ
ざし、研究をしています。

水産利用学研究室

魚はいつ、どこで、
何をしているのか？
発信機を使って
水中での行動を追跡

魚がいつ、どこで、何をしているのか？ 発信機を使って
調べています。釣り上げた魚に麻酔をかけ、お腹のな
かに発信機を埋め込み、放流。信号を頼りに船で追い
かけたり、各所に受信機を設置したりして魚の行動を
調査します。今まで誰も見たことのなかった水中での
魚の行動をデータを通して覗きます。

漁業生産システム研究室

水産物の保存性の向上と
安全性の確保を通じて
廃棄食料を減らしていきます

世界的な異常気象により、食料生産が不安定化してい
ます。そのため、食料自給率の低い日本では、限られた食
料を今よりももっと有効に利用する努力が必要です。こ
の目的のため、水産物の保存性・安全性を高め、廃棄す
る食料をできるだけ減らすための研究を行っています。

水産利用学研究室

水産加工廃棄物から
生活習慣病に有効な
成分を探索

水産物、水産加工物、水産廃棄物などから骨粗鬆症や
肥満・糖尿病などの生活習慣病に有効な成分を探索し
ています。抽出から動物実験まで総合的な研究を行うこ
とで、生活習慣病に有効な食品素材や食品成分を開発
します。このような研究を行うことは、水産業の活性化
ならびに地球環境保護につながる可能性があります。

水産利用学研究室

湖や河川に生息する
おいしくて、釣りの対象になる
淡水魚を効果的に増やす

ワカサギ、ウナギ、ホンモロコなど湖に生息する魚や、イ
ワナやアマゴといった河川に生息する淡水魚はおいし
くて、釣りの対象になる魚として人気ですが、生息数が
減少しています。そこでこれらの淡水魚を効果的に増や
すために、湖や川などで、魚の生息調査や産卵状況、放
流効果に関するフィールドワークに取り組んでいます。

水産増殖学研究室

海洋生態系を支える
微生物の知られざる
驚異に迫る

スプーン一杯の海水に約100万匹の微生物が存在し
ます。これらは養殖場から外洋まで広く分布し、地球
の物質循環を支えています。海のさまざまな現場で調
査を行い、魚類やサンゴといった生物だけでなく、プラ
スチックなど非生物的要素との相互作用も解明し、微
生物の重要性と未知の可能性を追究しています。

水族環境学研究室

海と川を往き来する
魚の回遊の原理を
解明する

海と川では塩分が異なるゆえに、魚がこれらを行き来
するには、体の働きや機能を劇的に変える必要があり
ます。このような労力や危険があっても、「魚はなぜ海
と川を行き来するのか？ 」という究極の問いに、さま
ざまな手法を駆使し、あらゆる角度から総合的に研
究を進め、解明したいと考えています。

水産生物学研究室
持続的で健全な
養殖産業のため、寄生虫病
による被害を軽減する

※教員組織は2026年度のものです。2027年度は変更になる場合があります。

「狙った魚だけを
効率よく捕まえる方法」を
追究する

漁獲プロセスの解明をテーマとし、“狙った魚だけを効
率よく捕まえるには、どうすれば良いのか？ ”を調べて
います。海の生産力を最大限に生かしながら、水産資
源をいつまでも持続的に利用できるよう、魚類行動学
や生理生態学、流体力学を用い、狙った魚だけを効率
よく捕まえる技術を追究します。

鳥澤 眞介 講師

漁業生産システム研究室
ゲノム編集技術を駆使して、
水産物の品種改良に
革新をもたらす

水産物は農作物・畜産物に比べて遺伝的に改良でき
る余地が大きく残されています。そこでゲノム編集技術
を用いて目的遺伝子の機能を改変し、世界に類を見
ない革新的品種を開発する研究に取り組んでいます。
この技術を通じて遺伝子の役割を解明し、水産業や
生物学の発展に役立てることをめざしています。

村上　悠 講師

水産生物学研究室

海棲哺乳類の
社会・行動・認知を
明らかにする

イルカ・クジラ・アザラシなど、海にすむ哺乳類の群れ
生活や社会行動・認知に関する研究を行っています。
野生イルカの生息海域や水族館における研究を通し
て、その生活や行動・生態を明らかにし、得られた成果
や彼らの魅力を多くの人々に伝えるとともに、海棲哺
乳類とのより良い共存の道を探します。

酒井 麻衣 准教授

海棲哺乳類学研究室

卒業研究は、研究テーマの背景を理解したうえで問題点を自身で抽出し、それに対応した解決
策に基づいて、問題を解決する能力を養うことです。水産学科の卒業研究テーマは、話題のク
ロマグロに関する研究をはじめ、バイオテクノロジー、微生物学、魚類行動学、水産利用化学、
海洋生態系など、多岐にわたります。

■ クロマグロ稚魚におけるLPL遺伝子の発現解析
■ サンゴと養殖の共存共栄を可能とする海洋生態系の解明
■ 琵琶湖で漁獲される魚類の資源生態
■ バイオテレメトリーを用いた魚類の行動生態
■ 海洋微生物からの新規有用物質の探索
■ イルカの社会行動に関する研究

近年、魚介藻類の陸上養殖、野菜類の植物工場、燃料用微
細藻類の培養など、さまざまな食料、エネルギーの生産法が
開発されましたが、いずれも収益性が課題です。一方でどの
分野も水を中心とする光、温度、酸素などの環境制御技術が
必要で、類似した水槽を使います。このため、同じ水槽内で
動植物を複合生産できれば、コストが大幅に削減できます。
さらに、動植物は排泄物／栄養塩、酸素／二酸化炭素などの
生態的な需給関係があるため、複合生産では廃棄物が大幅に
減って水が浄化されます。また、魚の糞尿で育った野菜や微細藻は
有機栽培となり、安全でおいしい食料や再生エネルギーが無駄
なく生産できます。この理想の食料・エネルギー生産システムの
モデル開発に挑んでいます。

ナゾに包まれたウナギの生態  ［水産生物学研究室］

ニホンウナギの産卵場が西マリアナ海嶺南端部の海域と特定されてから10年近く経過しました。
しかし、「なぜ・どうして・どのように彼らがそこへ正確に戻れるか？ 」は未だにナゾのままです。これ
を科学と最先端の技術で解き明かしたいと考えています（写真1）。またニホンウナギが川で成長す
ることはよく知られていますが、彼らが川でどのように暮らし、成長し、そして旅立つかは実はほとん
ど解明されていません（写真2）。彼らの河川生態を知ることは、ニホンウナギの資源減少と河川生
態系の再生や保全への直接的な貢献につながります。このように、ウナギを含めた海と川を行き来
する水圏生物の生き様を知ることは、生態や進化の過程の解明につながるだけではなく、地球の環
境変動に直面していく人類の今後の存続や未来の在り方につながるヒントも与えてくれるかもしれ
ません。研究を通じて、「知る」ことの積み重ねをともに経験し、その結果として「わかった」時の爽快
感や感動をみなさんと共有したいと思います。一緒に研究を楽しみましょう。

ウナギの生き様を探ろう

写真2：河川でのニホンウナギ写真1：ポップアップタグを装着した親ウナギ

研究 同じ水槽で動植物を複合生産し、理想のシステムで収益性の確保をめざす

卒業研究のテーマ例

水産学科
（YouTube再生リスト）

↑ クリック
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応用生命化学科

生物を化学的視点から理解し、
豊かな未来を創造できる人材を育成
応用生命化学は、人口の増加に伴うエネルギー危機や食料危
機、健康問題など、人類が地球規模で直面する諸問題を解決
する鍵として注目を集める学問です。本学科では、生物の特性
を生かした、さまざまな研究を展開しています。生命、資源、食
料、環境の4つの柱のもと、機能性食品の開発、微生物代謝物
や未利用植物資源の活用、生活を豊かにする研究に取り組ん
でいます。また、最先端技術を駆使し、マツタケの人工栽培、
農薬・医薬品などの実社会に役立つものづくりにも挑戦して
います。実学志向の環境のもとで、生物を化学的視点から理
解し、産業界で即戦力となる人材を育成します。

実社会で求められる
生物系・化学系の知識を身につける
応用生命化学科では酒類試験製造免許を取得しており、ビールなどの製造実習
を通して、酒の発酵に必要な技術や生物工学技術を学ぶことが可能です。また、
食品工学、有機反応化学、森林科学、植物科学、農薬化学など、実社会で広く求
められる生物系・化学系の知識を修得することができ、卒業後は幅広い業種の
企業で活躍が期待されます。

生物学実験、化学実験などの授業で、実際に微生物を
培養したり、化学薬品の反応を確認したりすることで、
より自分の興味があることへの理解を深められます。
普段は目に見えない微生物や分子の動きを顕微鏡で
見ることができるところや、与えたものに対して微生物
が何かしら反応してくれるところがとてもおもしろいで
す。知識として学習するだけでなく、実際に自分の手で
実験し、確認することでより理解が深まります。

お酒の歴史や作り方について学ぶ醸造・酒造
学という授業が印象的でした。内容もさるこ
とながら、実際にお酒を試飲して官能評価を
したり、原材料を見たり触れたりすることが
でき、お酒に対する興味がより強くなりまし
た。企業（酒造メーカー）の方が来てくださる
ので、普段の授業では聞けないようなお話を
伺うことができ、とてもおもしろかったです。

人の健康に貢献できる食品・医薬品の開発に携わる

基礎ゼミ※

生態学基礎

人権と社会1

無機化学

生物学

英語1

English 
Communication1

英語1

生命科学基礎 微生物学 住みよい
社会と福祉
キャリア
デザイン

進路と職業

農学と社会

化学

ドイツ語
総合1 情報基礎

時限 Mon Tue Wed Thu Fri Sat

1

2

3

4

5

時間割（1年次）
小学生のとき、顕微鏡で見た微生物に興味を持ちました。微生物や発酵について
化学的にアプローチし、食品や健康といった身近な分野にも応用できる応用生
命化学科を選びました。現在、乳酸菌などの微生物が作り出す生理活性物質が、
免疫機能の調節にどのような影響を及ぼすのか、ということを研究しています。1
年から3年の間に学んだ生物学や微生物学、分子生物学の知識をもとに実験も
行って研究します。思い通りにいかないこともありますが、想定外の結果が得ら
れるのも実験の楽しさの一つです。先生や先輩との距離が近く、実験がうまく進
まないときは意見を仰いで助けてもらっています。学んだ知識を生かし、人の健
康に貢献できる食品、医薬品の開発に携わることが目標です。

■ 食品衛生管理者・監視員　■ 危険物取扱者［甲種］　
■ 中学校・高等学校教諭一種（理科）　■ 高等学校教諭一種（農業）　■ 学芸員　　など　

在学生インタビュー

カリキュラム

目標とする
資格・検定

応用生命化学科［4年］ 岡山県・明誠学院高校出身

応用生命化学科03学科紹介

生物系と化学系にわかれ、生物工学や生命科学の基礎から応用までを修得。近畿大学の実績に裏づけられた研究テーマで、次代への成果を追究します。
生物系と化学系の両面から、新たな未来を切り開く研究を

1年次 2年次 3年次 4年次

※カリキュラムは2026年度のものです。2027年度は変更になる場合があります。

専
攻
科
目
Ⅰ

A
群

B
群
C
群
D
群

E
群

専
攻

科
目
Ⅱ

専
攻

科
目
Ⅲ

関
連

科
目

専門演習 Ⅰ・Ⅱ
卒業研究

未利用生物資源の活用
生物資源の有効利用法の開発など

微生物を用いた環境浄化と修復
バイオマス資源を用いたCO2の固定化など

生物資源にかかわる応用研究 遺伝子　動・植物細胞　昆虫　バイオマス
微生物　きのこ　農産物　未利用生物資源

食品成分の機能性と安全性の解明
大学発の目新しい酒や機能性食品の開発など

疾病の発症機構の解明と予防法の開発
新規の医薬品や農薬の開発と作用機構の解明生 命

食 料

資 源

環 境

1年次で学ぶ物理学実験、生物学実験Ⅰ
に引き続き、2年次では化学実験Ⅰ・Ⅱ、生
物学実験Ⅱ・Ⅲに取り組みます。講義と関
連する実験を通して各科目の理解を一
層深めることができます。

有機化学や食品化学などで学修した食
品成分の基本的な性質・機能をもとに、食
品の機能開発の方法、特定保健用食品の
実例と現状、制度上の問題などについて
学修。演習形式で発表・討論を行います。

化学
分析化学

無機化学
基礎反応化学

生物化学

微生物学

生物学
物理化学

数学 Ⅰ・Ⅱ　物理学　生命科学基礎

日本農業論

発酵化学　分子細胞生物学

森林資源科学
バイオビジネス論

醸造・酒造学
附属農場実習

AI基礎論
AI基礎演習

園芸植物学　保全遺伝学　実験動物学　植物免疫学

公衆衛生学

食品微生物学

有機化学　有機機器分析学　有機反応化学

分子生物学　食品化学

酵素化学
植物栄養生理学

農薬化学
栄養化学

生命工学
遺伝子工学

生物統計学
有機合成化学

応用生命化学特別講義 Ⅰ・Ⅱ

農業経済学
昆虫学

水環境学
動物発生工学

植物バイオテクノロジー
植物分子生物学

食品衛生学

物理学実験
生物学実験Ⅰ

化学実験 Ⅰ・Ⅱ
生物学実験 Ⅱ・Ⅲ

専門英語 Ⅰ・Ⅱ 専門英語 Ⅲ・Ⅳ生命情報学実習
応用生命化学実験

PICK UP! 3

薬理学概論
生命情報学
天然物化学

食品機能学
農産製造学
生命有機化学

食品微生物工学応用微生物学

※現在は科目名変更（旧科目名で表記）

PICK UP! 1

自然界の生物が作る化学物質の構造と
生合成、さらに農薬や医薬品としての利
用や生物間相互作用への関わりを学修
し、植物化学と化学生態学の知見を深
めます。分離・分析法や薬剤開発なども
概説します。

PICK UP! 3

医薬品メーカーへの就職も多いことか
ら、薬理学の基本概念「個体と薬の相互
作用」について学修します。薬と生体との
相互作用について分子レベル、細胞レベ
ル、個体レベルで理解を深めていきます。

食品機能学物理学実験 天然物化学薬理学概論

食品機能学物理学実験 天然物化学薬理学概論

PICK UP! 2 PICK UP! 4

この学科でできる体験について
教えてください これまでに印象に残った授業は？

Message
微生物などの生命の仕組みに
ついて化学的に学び、食や健康
など日常生活に深くかかわる分
野に応用できる点が応用生命
化学科の魅力です！

PICK UP! 1

PICK UP! 2 PICK UP! 4
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応用生命化学科学科紹介

TOPICS 「発酵食品は身体に良い」を細胞レベルで解析する　【応用微生物学研究室】

上垣 浩一 教授

福田 泰久 准教授

松田 一彦 教授

白坂 憲章 教授

森山 達哉 教授

森本 正則 教授

梅澤 究 講師

飯田 彰 教授

山下 光明 教授

板倉 修司 教授

財満 信宏 教授

伊原 誠 教授

澤邊 昭義 教授

倉田 淳志 教授

応用微生物学研究室

有用微生物を探索し、その発酵特性を理解し、改良す
ることで、新たな発酵飲料の開発をめざしています。具
体的には、酵素の機能を生化学や分子生物学、構造生
物学的手法を用いて構造機能相関を解明し、得られた
知見を基に微生物の機能改変に挑戦しています。

どのような仕組みで
「きのこ」は
形成されるのか？

きのこ類の微生物は、普段はカビのように生活しており、
ある日突然、子実体（いわゆる「きのこ」）を形成します。
しかしこのときにどのような仕組みでこの変化が起こる
のか、ほとんどわかっていません。私は、子実体を形成
するときによく働いている遺伝子を一つずつ破壊して、
きのこができるかどうかを調べています。

食品微生物工学研究室

害虫を最先端の
科学を駆使して
高選択的に防除する

ヒトや環境生物に対する影響を最小限に抑えながら、
農作物に対する昆虫やマラリアなどの感染症を媒介
する昆虫などの我々人類を脅かす有害昆虫種だけ高
選択的に防除する方法を、化学・生物・DX分野の境界
領域で最先端の科学を駆使して研究しています。

生物制御化学研究室
伝統的な発酵食品の
微生物に注目して、新たな
有用物質を開発する

普段、我々は発酵食品を食べて有用微生物を摂取して
おり、我々の生体内には多くの微生物が共生していま
す。そこで有用微生物による生体への影響を、微生物の
たんぱく質や遺伝子、我々の生体の細胞レベルで解析。
食品や医薬品への応用が期待される免疫賦活物質を
発見し、生活への貢献をめざしています。

応用微生物学研究室

食品成分とヒトとの関わりを、
「機能性」と「安全性」の
視点で評価する

大豆や果物などの農作物に含まれる食品成分が有する
生理機能性を、細胞や動物を使って明らかにしていま
す。また、食物アレルギーの発症機序、原因アレルゲンの
解明、アレルゲンリスクの変動要因の解明やリスク低減
法の開発などの研究によって、新規食資源などの食品
を安全に摂取することに役立てます。

応用細胞生物学研究室

自然の仕組みを
化学の目で視る

モンシロチョウの幼虫はキャベツを食草とするので、
親チョウはキャベツに卵を産みます。これは、キャベツ
に含まれる化学物質に親チョウが反応しているからで
す。このような生物間相互作用にかかわる化学物質の
解明・利用に関する研究から作物の病害虫防除など
への応用を考えています。

生物制御化学研究室

生命と環境の観点から、
化粧品や食品の安全性や
有用性を考える

「生命と環境を守る」をテーマに、化粧品や食品の安全
性や有用性評価を行っています。また薬や食品などに用
いられている有用植物資源を対象に、クローン技術を用
いて有用植物から香料生産や機能成分生産を実施し、
希少な天然資源などの有効成分を食品・化粧品として
供給することをめざしています。

生命資源化学研究室

きのこによる樹木の
分解メカニズムを解明し、
森林資源の高度利用を
実現する

きのこによる樹木の分解メカニズムを利用することで、
樹木を効率的に低分子化し、バイオ燃料や機能性糖質
に変換するシステムを構築できると考えています。そこ
で私は、きのこによる樹木の分解メカニズムを解明する
ことをめざし、樹木の分解への関与が予想される酵素
の酵素学的機能解析を行っています。

森林生物化学研究室

有用な天然有機化合物の
より良い合成法を追究する

私たちは生活のなかで医薬品、農薬、プラスチックな
ど数多くの有機化合物を利用しています。私たちは、
天然物（生物や植物）由来の有用な有機化合物類を効
率よく作る方法を追究するほか、天然物の分子レベル
での機能に着目した有用分子の開発研究にも取り組
んでいます。

生命資源化学研究室

RNAのはたらきを
知ることで、
シロアリの制御と
利用法を考える

たんぱく質の設計図であるmRNA（メッセンジャー
RNA）を制御するmiRNA（マイクロRNA）のシロアリ
の変態への影響を調べています。miRNA inhibitors
やmiRNA mimicsによって誘導した生殖虫による
産卵で増殖したシロアリの生物資源としての利用法
も考え中です。

森林生物化学研究室

病気の治療や健康維持に
役立つ植物成分の発見と
それらの製品化に取り組む

本研究室では、南米原産ノウゼンカズラ科植物から抗
腫瘍活性、がん予防活性、抗菌・抗ウイルス活性、抗炎
症活性や抗酸化活性などの生理活性を示す多くの天然
有機化合物を発見し、それらを化学合成する研究に取
り組んできました。本研究の成果をもとに、薬や健康維
持に役立つ製品の開発をめざしています。

生命資源化学研究室

安心、安全そして安定的な
供給をめざして、
マツタケの人工栽培化に
取り組む

いまだに人工栽培法が確立されていないきのこの王様
“マツタケ“。私たちはマツタケがどのように栄養を摂取
しているのかを詳しく調べ、成長に必要な条件やきのこ
になるための条件を洗い出すことで、国内の管理された
栽培施設で安心・安全なマツタケを安定的に供給でき
る技術の確立をめざしています。

食品微生物工学研究室

食品やかおりの
利用を通じて病気に強い
体をつくる

我々が病気になる過程で何が起こっているのかを理解
するための研究モデルを作っています。モデル作出に成
功した後は、食品成分やかおり成分などを用いた疾患
予防法を考案し、社会実装に向けた活動を行っていま
す。血管疾患（とくに腹部大動脈瘤）、こころ（ストレス）、
筋力低下などを対象としています。

応用細胞生物学研究室

多面的なアプローチで
「生理活性物質」の
化学を極める

私たちの周りには「生理活性物質」があふれています。微
生物や植物はその宝庫です。さまざまなテクニックを駆
使し、生理活性物質を探索し、それらが機能するメカニ
ズムを解明します。その知見を活用し、私たちの生活を
豊かにする新たな生理活性物質～農薬やバイオ・ス
ティミュラント～の創生をめざします。

生物制御化学研究室

分子を知り、デザインし、
微生物を操る

※教員組織は2026年度のものです。2027年度は変更になる場合があります。

■ きのこによる木質系バイオマス変換
■ 資源としてのシロアリ利用の可能性
■ 天然殺虫剤をつくる遺伝子の究明
■ 植物による天敵誘引の引き金の解明
■ 植物からの生理活性天然物の探索
■ 花酵母の単離・育種と酒類醸造への応用
■ 特殊な能力を持つ微生物の機能の応用

■ 抗がん剤の設計と合成
■ がん予防薬の探索と臨床への応用
■ 天然物に学んだ機能性分子の開発
■ マツタケの人工栽培化に関する研究
■ 発酵による食品の機能性強化
■ 食品成分の生理機能性とアレルゲン性
■ 生体分子イメージング法の開発と応用

私たちの生活に溶け込んでいる喫茶店やカフェでは、日々コーヒーのドリップかすや賞味期限切れの豆が廃棄
されています。こうした廃棄物を天然染料の材料として利用して繊維の染色を行っている企業があり、注目され
ています。私たちはこういった企業から染料抽出後のコーヒーかすを提供していただき、培地基材としてきのこ
を栽培する方法の開発をめざして研究を進めています。この技術が実現すれば、コーヒー豆から①コーヒー、②
染料、③きのこが生産できます。最後に残ったきのこの廃菌床は家庭菜園の肥料などとして利用することがで
き、ゴミの排出量を減らすなどの効果も期待できます。

研究 染料抽出後のコーヒーかすを培地基材にきのこ栽培、
廃棄されるはずのものを最後まで使い切る

卒業研究のテーマ例

応用生命化学科では、微生物、きのこ、植物、動物、ヒト細胞と
いった多彩な生き物を対象に、未知の生命現象の仕組みを分
子レベルや化学の視点で解明し、それを応用することをめざして
います。そのため卒論研究は、社会や産業界、行政などの要請
にマッチした「役に立つ」実学研究を志向したテーマが中心にな
ります。実際に国の研究機関や企業との共同研究に携わる学
生も多いことが特長です。

応用微生物学研究室では、ヨーグルトやチーズ、醤油、納豆などの発酵食品中の微生物がどのように生物の健康に関
わっているか、その仕組みについて研究しています。旧石器時代終期14,000年前頃の遺跡からパンのような加工食品
の痕跡が見つかっており、その頃から人類と発酵食品は長く付き合っている可能性があります。現在、遺伝子解析や質
量分析などの技術が進歩して、これまで経験則で扱われてきた発酵微生物の働きについて理解が進んでいます。発酵食
品は、伝統文化と先端技術の橋渡しをするようなもので、研究の可能性を大いに秘めています。

■古来、食されてきた発酵食品にようやく光

発酵食品を食べると乳酸菌などを体内に取り込みますが、一部の微生物は腸
管に到達します。腸内にいる細菌群（腸内フローラ）は、腸管の免疫細胞を刺激
して全身に影響を与えていることが知られていますが、その仕組みには多くの
不明な点があります。我々は、発酵食品中の乳酸菌などの細菌が、シャボン玉
のような「膜小胞」という小さな輸送体を放出して、我々の免疫細胞を活性化し
ていることを明らかにしました。我々が食べた微生物は生体内で保護されるこ
とになり、食べた微生物の働きで我々は健康の維持が可能になります。発酵食
品は微生物と人間を結び付けており、微生物と人間は上手く相手を活用してし
たたかに自然界を生き残っているのかも知れません。発酵食品で摂取している
微生物の仕組みを明らかにして応用することは、我々の身体を健康に保つ新た
な技術の開発につながります。

■乳酸菌が免疫細胞を活性化する仕組みを解明

応用生命化学科に興味を持ってくださる方は、たとえば小学校の理科の授業で顕
微鏡の画像に感動したといった、生物におもしろさを感じた経験がきっとあるで
しょう。大学での学問はこれまでより格段に自由度が高くなるので、その“おもしろ
さ”をぜひ楽しんでほしいと思います。研究は一人で成し遂げられるわけではなく、
それぞれが得意な楽器を奏でる吹奏楽のようなもの。教員だけでなく先輩の背中
を追ったり、同級生や後輩らと関わりを持って一緒に悩んだり試行錯誤したりする
ことも研究の魅力の一つです。ぜひこうした喜びも感じながら学んでください。

■研究は吹奏楽のようなチームプレイ

①発酵食品で活用される微生物の一例

④発酵食品で摂取した微生物（乳酸菌など）による健康増進作用の仕組み（推定）

③輸送体に積み込まれた生理活性物質で、活性化した免疫細胞

②発酵微生物が作る
　生理活性物質の輸送体

A
動物の腸内

1. 発行微生物による
　 生理活性物質の輸送体の分泌

2. 腸管上皮細胞による
　 輸送体の取り込み

樹状細胞

腸管上皮細胞

3. 腸管免疫細胞群の活性化
マクロファージ B細胞 T細胞

B
輸送体

免疫細胞
表層

受容体

生理活性
ペプチド

細胞内シグナル伝達経路の活性化

サイトカイン・抗体の分泌

免疫の活性化・健康増進

応用生命化学科
（YouTube再生リスト）

↑ クリック
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https://youtube.com/playlist?list=PLXPQjLdXyX25x3gItlJAOKV5UIbDCamha&si=KaMfrHUMNUPbNQno


食品栄養学科

総合大学の利点を最大限に生かし、
近畿大学病院などの医療現場で実践力を磨く
食品栄養学科では、人間生活の基礎要素である食・栄養・健康に関する
問題を基礎から応用まで研究するとともに、管理栄養士養成課程として
地域、福祉、医療などの現場で活躍できる人材を育成しています。臨床系
科目を多く取り入れたカリキュラムを設定し、資格取得だけに重きを置か
ず、研究やプレゼンテーション能力も持つ、総合力のある管理栄養士を養
成しています。また医学部や近畿大学病院、近畿大学奈良病院、薬学部と
連携した実習を行うなど、総合大学のメリットを最大限に活用し、病院で
の栄養指導や給食管理、臨床・カウンセリング実習などで実践力を磨きま
す。さらに、チーム医療やベッドサイドでの栄養指導教育なども強化し、
「食と健康」の未来を見据えた実践的な管理栄養士をめざします。

対策講座などで実力を強化。
管理栄養士国家試験に高い合格実績を誇る
管理栄養士国家試験合格をめざ
して、3年次から模擬試験を実施
し、4年次からは対策講座を開講
するとともに、個別指導も行って
います。卒業生は病院や医療・福
祉施設、健康・スポーツ系施設、
保健所など幅広い分野で活躍し
ています。また、小・中学校で食に
関する指導を行う栄養教諭免許
の取得も可能です。

患者さんやご家族一人ひとりに寄り添える管理栄養士に

人権と社会1

化学実験
調理学実習Ⅰ

基礎ゼミ※ 微生物学

英語1

人体の構造と
機能

健康管理概論

国際化と
異文化理解 分析化学

韓国語総合1

食品の調理と
加工 情報基礎

English
Communication1

英語1

時限 Mon Tue Wed Thu Fri

1

2

3

4

5

時間割（1年次）
家族が闘病していたとき、適切な栄養管理が筋力や体力の維持に大きく関わる
ことを目の当たりにし、「食事で人を支えたい」と思うようになりました。栄養学
の基礎をはじめ、臨床栄養、公衆栄養、給食経営管理など、さまざまな分野の
講義や実習が充実しています。病院実習では、患者さんそれぞれの病状に応じた
栄養指導や食事内容の調整を学び、管理栄養士として必要な実践力やコミュニ
ケーションの大切さを実感しました。指導してくださる教授との出会いは大きな
財産で、研究だけでなく就職活動でも助言をいただき、背中を押してもらえました。
将来は、病院で患者さんやそのご家族一人ひとりに寄り添い、安心して治療に
取り組めるようサポートできる管理栄養士をめざしています。

■ 管理栄養士（卒業認定後に受験資格を取得）　■ 栄養士　■ 食品衛生管理者・監視員　
■ 栄養教諭一種　■ 中学校・高等学校教諭一種（理科）　など

在学生インタビュー

PICK UP! 1 PICK UP! 2 PICK UP! 3 PICK UP! 4

カリキュラム

目標とする
資格・検定

食品栄養学科［4年］ 大阪府・初芝富田林高校出身

食品栄養学科04学科紹介 　［管理栄養士養成課程］

高度な技術体系を学ぶことで、応用研究へとつなげる、多彩なカリキュラム
医療・福祉分野や、地域の行政、保健施設などでも高度な栄養指導を行うことができるよう、さまざまな分野の科目を学び、「実践的な管理栄養士」を養成します。

専門基礎
科目

講義・
実験実習

臨地実習
（病院・保健所・学校・事業所）

国家試験対策
（特別講義） 卒業研究 管理栄養士

国家試験 大学院カリキュラムの流れ 就　職

1年次 2年次 3年次 4年次

※カリキュラムは2026年度のものです。2027年度は変更になる場合があります。

有機化学
分析化学

病理学総論
代謝栄養学
疾患学各論
生化学実験
栄養生理学実験

物理学
化学
生物学

公衆衛生学 Ⅱ
食品機能化学
食品衛生学実験

応用栄養学実習 Ⅱ
栄養教育論 Ⅱ
栄養教育実習
臨床栄養学 Ⅱ・Ⅲ
臨床栄養管理

臨床栄養学実習 Ⅰ・Ⅱ
公衆栄養学 Ⅱ
公衆栄養学実習
給食経営論
臨地実習 Ⅰ

専門英語 Ⅰ・Ⅱ

総合演習
臨地実習 Ⅱ・Ⅲ
臨地実習 Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ

特別講義 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
専門演習 Ⅰ・Ⅱ
卒業研究

基礎栄養学
応用栄養学 Ⅰ
栄養情報処理基礎

専
門
基
礎
分
野

専
門
分
野
Ⅰ

専
門
分
野
Ⅱ

関
連
科
目

化学実験
生物学実験
食品の調理と加工
食品学
調理学実習 Ⅰ・Ⅱ

物理学実験
AI基礎論
AI基礎演習

数学

食と健康の
スペシャリスト

管理栄養士

食品の
品質管理 教育系 臨床系

食品の
衛生 福祉系

マネジメント 産業系

スポーツ系行政系クッキング＆
プロセッシング

食品の
機能

栄養学実験
応用栄養学 Ⅱ
栄養マネジメント論
応用栄養学実習 Ⅰ
栄養教育論 Ⅰ

さまざまな病気の患者さんに対する食
事の提供や栄養指導を行ううえで、必
要とされる臨床栄養の基礎となる科
目です。栄養治療内容の決定に必要
とされる、病気の原因や症状、診断方
法、治療や栄養素の補給法について
学びます。

集団を対象とした栄養管理、生産管理、
衛生管理、経営管理、品質管理などを実
践を通して学びます。具体的には、年齢・
性別・運動量・嗜好を考慮したオリジナ
ルの献立を10種作成し、大学生100名
に実際に提供します。これらを評価する
ことで、質の高い給食経営管理の実践力
を身につけます。

栄養素と人体との関係を理解するために、
食品たんぱく質の質の違いによる成長効果
の指標としてたんぱく質効率比の算出、ま
た糖尿病タイプ別血糖値の測定、高血圧の
進行状態別の腎機能マーカーを測定しま
す。これらのデータを使ってグループディス
カッションを行い、その意義を学びます。

人の生活習慣の変化に伴い、昔からの
病気の種類が感染症から生活習慣病
へと大きく変わってきています。人の食
習慣や運動習慣により、いかに健康を
管理・維持するか、生活習慣病などを
通して管理栄養士に必要な知識を身
につけます。

栄養学実験 給食経営管理実習臨床栄養学Ⅰ健康管理概論

微生物学実験
生理学実験
食品衛生学
食品分析学実験

実際の現場を意識した実践的な体験がたくさんできます。
たとえば、給食実習では大量調理を行い、衛生管理や
チームでの役割分担などを学びます。病院実習では、
患者さんの病状に応じた栄養指導や食事の提案など、
臨床現場ならではの貴重な経験ができます。グループ
ワークやプレゼンテーションなど、人と関わりながら
学ぶ機会も多く、実践力やコミュニケーション力も自然と
身につきます。

給食実習の授業では、実際に大量調理を行い、時間内に
安全かつ衛生的に食事を提供する難しさを体感しました。
調理だけでなく、栄養価の計算や作業の分担、食事提供
までの流れをチームで協力しながら行うので、現場の
大変さとやりがいの両方を学ぶことができました。また、
臨床栄養の授業で病気ごとの食事内容や栄養管理に
ついて学んだことも印象的で、「食事が治療の一部に
なる」という考え方に強く共感しました。

この学科でできる体験について
教えてください これまでに印象に残った授業は？Message

自然に囲まれた環境
で、実際に手を動かしな
がら「食」や「健康」につ
いて学べることが魅力
です。同じ目標を持つ友
人ができ、支え合いな
がら楽しく学べます！

健康管理概論
公衆衛生学 Ⅰ
人体の構造と機能
微生物学
生化学
疾患学総論

PICK UP! 1

臨床栄養学 Ⅰ
公衆栄養学 Ⅰ
給食管理論
給食経営管理実習 PICK UP! 4

PICK UP! 3PICK UP! 2

※現在は科目名変更（旧科目名で表記）
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食品栄養学科学科紹介

TOPICS.1

小川 直子 講師

木戸 慎介 准教授

森島 真幸 准教授

増田 誠司 教授

伊藤 龍生 教授

冨田 圭子 准教授

近藤 高史 教授

佐久間 圭一朗 教授

竹森 久美子 教授

明神 千穂 講師

栄養教育学研究室

ヒトの健康の維持増進、健康寿命の延伸には、筋肉量
を維持することが必須です。それには食事と運動が大き
く関わっていますが、どのような食事内容をどのような
タイミングで摂取することが有効なのかを追究します。
とくに朝食との関係について検証し、睡眠の質との関係
なども明らかにすることをめざします。

慢性腎臓病患者の
治療に適した食を
デザインする

慢性腎臓病はもはや国民病ともいうべき病気です。その
治療法としては日々の食事管理が重要ですが、多くの制
限を必要とする食事を毎日続けることは大変です。本研
究室では患者さんの病態に合わせた栄養食事療法の
開発を通じて、1人でも多くの患者さんが幸せに暮らし
ていけるよう日々研究活動を行っています。

臨床栄養学研究室

「持続可能な食環境づくり」
から疾患の
一次予防をめざす

健康寿命の延伸には適切な食習慣の維持が不可欠であ
ることから、食品由来成分を活用し、生活習慣病、とくに
心疾患の発症や重症化予防に向けた一次予防方法を創
出するための研究をしています。将来的には、限りある食
資源を有効活用し、日々の食事や生活習慣に無理なく取
り入れられる栄養介入方法の提案をめざしています。

公衆栄養学研究室

さまざまなライフステージ、
ライフシーンに応じた
食支援をめざす

こどもから高齢者までの発育・発達段階や、スポーツ、認
知症、災害時など、さまざまな場面で食事は重要な役割
を果たします。私は災害時に有用な調理法検討、認知症
高齢者への料理療法、アスリートの栄養補給法や教育
手法など、ライフステージやライフシーンに応じた食支
援の開発と評価を行っています。

栄養教育学研究室

アレルギー・認知症・
がんモデルを用い食事と
腸内環境改善から
新規治療法を提案する

難治性のアトピー性皮膚炎・花粉症・皮膚バリアー機能
低下のアレルギー疾患、アルツハイマー病や緑内障の神
経疾患、便秘・潰瘍性大腸炎の消化器疾患、乳がんや
生活習慣病のモデル作製を行い、食品を用いて、症状改
善と腸内環境改善を指標に病気で困っている方々の役
に立つように研究を進めています。

病態栄養学研究室

料理や食器など、
食卓の彩りが食卓心理に
与える影響とは？

彩りの良い料理はおいしさを喚起することから、献立作成
の重要なポイントとなっています。さらに、彩りは料理だけ
に留まらず、皿やランチョンマットなど、料理の背景として
食事満足度を支えています。これら色彩のメカニズムを解
明することで、快適な食卓の色彩提案を行っています。

給食経営管理学研究室

エラスチンペプチドで
「Pace of Aging（PoA）」を
コントロールする

エラスチンは皮膚や血管などに含まれており、血管や皮
膚の伸展性に重要な役割を果たしていますが、加齢に
よる変性・分解が著しく見られます。PoAを調節する機
能性素材として、我々は魚の動脈球という未利用資源
から精製したエラスチンペプチドに注目し、老化スピー
ドを遅らせる研究を行っています。

栄養機能学研究室

食品成分による
mRNAスプライシング制御を
明らかにする

食品には、遺伝子発現を制御できる成分が含まれて
います。そのなかで、mRNAスプライシングを制御で
きる成分の研究を進めています。このような特徴を持
つ薬剤は、がんや遺伝病の治療薬として開発が進めら
れていますので、食品成分によって同じような機能を
提供したいと考えています。

栄養機能学研究室
味覚の役割・機能を
解明することで、
よりおいしい食品の
開発をめざす

味覚は、食べ物のおいしさに重要な役割を果たしていま
す。とくに塩味は重要であり、おいしさを損なわない減
塩手法には限界があります。当研究室では、食における
NaClの役割・機能をより深く理解するため、他の四基
本味との味覚相互作用を中心に、ヒトの官能評価法を
用いて調べています。

食品化学研究室

がんの病態解明を通して
新しい治療法の開発を
めざす

医師としての経験を踏まえ、がんが進行する仕組みを分
子レベルで研究しています。当研究室の研究は食品や
栄養とは直接関係しませんが、研究を通して管理栄養
士に必要とされる人体と疾患に対する理解を深めると
ともに、1つの物事をとことん考える経験をしてもらいた
いと考えています。

生体機能学研究室

健康寿命の延伸を
めざした筋肉量の
維持増進に有効な
栄養教育法を追究する

※教員組織は2026年度のものです。2027年度は変更になる場合があります。

■ 食品化合物によるmRNA代謝制御機構の解明
■ 災害時の食支援に関する研究
■ 色彩特性と錯視を融合させた食事量感調整システムの開発と検証
■ 食品の抗酸化活性能の評価、活性成分の同定に関する研究
■ ゲノムワイドスクリーニング結果に基づく大腸がん転移抑制候補遺伝子の探索
■ 医食農連携を基盤とした慢性腎臓病の新たな食事・栄養療法の開発とその実践
■ 成長期における骨量増加因子の解明

卒業研究のテーマを決定するにあたり、第一に考えるのは学生の興味と希
望です。どういったことに興味を持っているのか、どのようなことを調査・研
究したいのかを学生とじっくり話し合い、各研究室の研究内容とすり合わ
せて卒業研究のテーマを選定していきます。総合大学のメリットを生かして
近畿大学病院などでの研究や東大阪キャンパス体育会クラブとの共同研究
も可能です。また、研究テーマによっては大学以外の施設（介護施設や保健
所などの公共施設）で調査・研究を実施する場合もあります。その際には、
研究遂行のために担当教員が責任を持って学生をバックアップします。

近年、管理栄養士の職域は拡大傾向にあり、食品栄養学
科では実践的な管理栄養士を養成するため、実習を重視
しています。食品の特性を理解し、調理の基礎を修得する
調理学実習をはじめ、近畿大学病院、近畿大学奈良病院
で実践的に学ぶ栄養カウンセリングに関する実習、臨床栄
養を学ぶ臨地実習科目などを実施。大学病院を持つ総合
大学のメリットを生かし、臨床系に強い管理栄養士を育て
ます。また、チーム医療、ベッドサイドの栄養管理、臨床栄
養系科目、栄養カウンセリング系科目の充実を図っていま
す。臨床系を中心に、福祉系、行政系、教育系、産業系、ス
ポーツ系など幅広く活躍できる人材を養成しています。

臨床系に強い管理栄養士を育成

臨床系における管理栄養士の役割

Nutrition Support Team（NST）
低栄養が存在する、あるいはそのリスクがある傷病者
に対して、栄養状態の改善を図るために結成される医
師・看護師・薬剤師・管理栄養士などからなる医療
チームのこと。NST実施により患者さんの回復が促進
されることから、各病院で積極的に導入されています。

近畿大学病院、近畿大学奈良病院と連携した充実の実習

管理栄養士国家試験対策

TOPICS.2

週3回の国家試験対策授業（特別講義）を開講し、出題科目の総復習を行います。夏期講習、冬期
講習、国家試験直前講座、ミニ講義などさまざまな対策授業も用意しています。さらに、学内・学外
の模擬試験を定期的に受験することで習熟度を確認し、レベルアップを図っていきます。管理栄養士
の知識および技術を修得した本学科の卒業生は、人々の食と健康を支えるスペシャリストとして、
社会で活躍しています。

全国規模の管理栄養士国家試験模擬試験にチャレンジして、実力を確認します。さらに、
過去の国家試験問題に解答することで、早期に苦手科目を把握します。

管理栄養士国家試験専門業者と共同して作成した本学独自の「低学年用模擬試験問題
および復習教材」を用い、知識の定着を図ります。

合格率100%をめざし、万全の体制で学生を指導します

低学年

3年生

4年生

限りある資源を有効利用し、ポストコロナ時代の食生活の変容がもたらす健康障害
のリスクを低減させるため、近畿大学農学部で生産された農林水産物（マダイ稚魚、
近大みかんなど）のうち規格外の食材を積極的に取り入れ、栄養価を相乗させた「近
大ふりかけ」を企画・開発しました。これは「“オール近大”コロナウイルス感染症対策
支援プロジェクト」の一環として、コロナ禍に負けない身体づくりと食環境整備を目
的に、水産研究所と地域創生農業研究所との連携により実現しました。ふりかけは
誰もが手軽に摂取できるため、米の消費量の増加や、災害時などの緊急時の食事支
援にも貢献できます。「近大ふりかけ」が、持続可能な次世代の食環境づくりの普及
啓発の一つになることをめざしています。

自宅での食事時間を豊かにし食環境整備と健康維持に貢献

卒業研究のテーマ例

研究

食品栄養学科
（YouTube再生リスト）

↑ クリック

2625

学
科
紹
介

食
品
栄
養
学
科

https://www.youtube.com/playlist?list=PLXPQjLdXyX26XwD68NseoGxDqA_0XNDRo


環境管理学科

奈良キャンパスの恵まれた自然環境のもと
さまざまな環境問題にアプローチ
環境管理学科では、絶滅危惧種や生物多様性の保全、食品工場の環
境衛生管理、環境の修復、森林管理、途上国における環境の保全と利
用などの研究を展開しています。また、これらを具体化するための政
策立案など、環境問題にさまざまな角度からアプローチし、世界を舞
台に活躍できる環境マネジメント能力を持つ人材を養成します。もと
もと里山だった奈良キャンパスは、雑木林が残り、希少動植物が生
息・生育するなど、自然との共存共栄を肌で学べる全国でも珍しい環
境です。この恵まれた自然環境のなか、「確かな技術を持って社会と
対話し、世界を舞台に活躍する」ことをモットーに、自然界と人間社
会、ローカルとグローバルなど、幅広い視野を持つ人材を育成します。

世界的な視野から研究に取り組むなか、
広がる多彩な活躍のフィールド

人と自然がともに暮らせる社会の実現に貢献
時間割（1年次）

こどもの頃から父に連れられ自然のなかで釣りや昆虫採集をしていました。し
かし、開発や外来生物の影響などで生物の生息数・生息地が減少しているこ
とに衝撃を受け、生態系保全や環境管理について深く学びたいと思いまし
た。キャンパス内の圃場やビオトープでは、生態系保全を考えるうえで見本と
なるような環境が再現されていて、実践的に学ぶことができます。絶滅危惧種
の淡水魚「ニッポンバラタナゴ」の保護活動にも取り組んでいます。「自然・生
態系」にとどまらず「農地・食品・人間生活」を含めた「環境」を守り、生物と
の共生に広い視点を身につけることができます。将来は、環境アセスメントの
仕事に就き、人と自然がともに暮らせる社会の実現に貢献したいです。

人権と社会1

環境管理学概論

情報基礎

生態学基礎

生物多様性の
科学

農学と社会 生涯スポーツ1

基礎ゼミ※ 英語1

動物生態学

English
Communication1 英語1

ドイツ語総合1

時限 Mon Tue Wed Thu Fri

1

2

3

4

5

在学生インタビュー

PICK UP! 1 PICK UP! 2 PICK UP! 3 PICK UP! 4

カリキュラム

■ 樹木医補　■ ビオトープ管理士　■ 自然再生士補　■ 技術士補　■ 危険物取扱者［甲種］
■ 中学校・高等学校教諭一種（理科）　■ 高等学校教諭一種（農業）　■ 学芸員　など

目標とする
資格・検定

環境管理学科［4年］ 奈良県立西の京高校出身

環境管理学科05学科紹介

※現在は科目名変更（旧科目名で表記）

世界を舞台に活躍できる「環境マネジメント能力」を養成
生態学を基礎に、化学的、物理学的、水文学的、政策学的な知識と手法を学び、環境の評価から保全、修復、利用、政策化に至る流れを正確に把握できる
環境マネジメント能力を養成します。

保全生物学
分野

環境修復学
分野

管理・利用・政策

評価・保全・修復

水圏生態学

森林資源学

環境政策学

環境情報学

生態系保全

国際開発・環境学

環境化学

環境社会
  システム学
   分野

私たち人間の生活と自然環境における生
物多様性に深刻な影響をもたらす外来
生物問題について、私たちはどう対処す
べきか？ 本講義では、さまざまな種類や
レベルで起きている問題について、実践
的な演習を取り入れながら学修します。

人間社会が森林資源を持続的に利
用し続けるには、森づくりに関する理
念と技術が求められます。本講義で
は、森林の伐採から維持・造成に至る
まで、国内外での事例を交えながら、
幅広く学びます。 

河川は人間生活と密接に関係しており、多
様な視点からの関わり方が求められます。 
本講義では、河川構造、河川の物理化学的
状態や生息する生物群集について理解を
深めるとともに、河川を介して行き来する
物質の循環について事例を紹介します。

キャンパス内での生態系や森林・植生
の調査、地形測量、気象測定、実験室
における顕微鏡観察、環境水中の水質
測定、近郊農村での社会システムの調
査などを通して、環境管理に関わる基
礎的スキルを身につけます。

河川生態学 造林学外来生物の科学 環境管理学基礎実験・実習Ⅰ・Ⅱ

※カリキュラムは2026年度のものです。2027年度は変更になる場合があります。

専
攻
科
目

関
連
科
目

1年次 2年次 3年次 4年次

物理化学
基礎反応化学

有機機器分析学
酵素化学
有機化学 Ⅰ

樹木医実習 Ⅳ（里山生物学）
専門演習 Ⅰ・Ⅱ
卒業研究

森林資源科学

環境管理学概論
里山学
動物生態学
生物多様性の科学
外来生物の科学
環境化学
森林科学
物理学
化学
生物学
農業基盤システム学
樹木医実習 Ⅰ（樹木学）
環境管理学基礎実験・実習 Ⅰ

森林土壌学
環境関連法
環境政策学
野生動物保護論
フィールドワークの技法
環境統計学
環境空間情報学
情報処理専門演習 Ⅰ・Ⅱ
里山学演習
海外調査・研修
樹木医実習 Ⅱ（樹木医学）

数学
水圏動物学
河川生態学
環境微生物学
環境分子生物学
農業水利学
水環境学
食料経済学
緑地保全学
植物生態学
森林管理学
環境管理学基礎実験・実習 Ⅱ

植物形態学
昆虫生態学
雑草管理学

農業政策学
天然物化学
有機反応化学

水辺域管理論
保全遺伝学
バイオマス利用論
環境とバイオテクノロジー
農業と環境
環境ビジネス学
持続可能な水産業
造園計画論
環境数理学
AI基礎論
AI基礎演習
環境管理学専門実験・実習 Ⅰ・Ⅱ

座学だけでなく、自然環境を多面的に学ぶ体験ができ
ます。たとえば、キャンパス内の植生を調べて身近な生
態系の特徴を理解したり、農村を訪れて農耕馬とふれ
あい、人と自然の関わりについて学んだりします。魚類
の解剖を通して体のつくりや生態について深く理解す
ることもできます。自分たちでテーマを決めてグループ
で話し合い、調べた内容を発表する授業もあり、協力し
て課題に取り組む力を養うことができます。

外来生物の科学や野生動物保護論といった、生物多様
性や生態系保全に関する講義が興味深かったです。人
間の活動や外来生物が生態系に及ぼす影響、野生生物
の生育環境をどう守るのかといった内容を深く学ぶこ
とができました。生息地での具体的な対策以外に、社会
や次世代につないでいくための環境教育の重要性を知
ることができ、とても印象に残っています。

この学科でできる体験について
教えてください これまでに印象に残った授業は？ Message

圃場の水槽やビオトープなどの設備が充実して
いて、保全活動や実験を思う存分に行えます。
生き物好きの人がたくさんいておもしろい！

PICK UP! 1

PICK UP! 3

PICK UP! 2

環境リスク学
造林学
樹病学
森林政策学
樹木医実習Ⅲ（造園学）
専門英語 Ⅰ・Ⅱ
物理学実験
化学実験
生物学実験

PICK UP! 4

PICK UP! 2

本学科では教員が東南アジアや
アフリカを訪れ、日本の先端技術
を提供しているほか、海外の大学
との研究交流を行っています。環
境資源や環境保全について、地
球規模のマクロ的視野と各地域
規模のミクロ的視野で学ぶこと
ができるため、国際支援団体や
環境関連産業など、さまざまな
分野での活躍が期待されます。
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環境管理学科学科紹介

TOPICS 海外で体験する環境・農業の“今”と未来

北川 忠生 教授

早坂 大亮 准教授

清水 哲 講師河内 香織 准教授

正木 隆 教授

鶴田 格 教授

前潟 光弘 准教授

木村 匡臣 准教授城島 透 教授

井上 昭夫 教授澤畠 拓夫 准教授

宮崎 佑介 准教授

水圏生態学研究室

絶滅の危機に瀕している日本固有の淡水魚の保護に取
り組んでいます。ここの生き物たちの進化的・地理的歴
史や、気候や他の生き物との関連性を生態学的、遺伝
学的な視点から科学的に理解し、社会学を含めた幅広
いアプローチで守っていきます。生態系を脅かす外来生
物の調査・駆除にも力を入れています。

生物多様性の本質を見抜き
ネイチャーポジティブ
（自然再興）の実現をめざす

生物多様性の損失は、かつてないほど深刻です。生命の
ゆりかごたる青き地球を守り、育て続けていくために私
たちができることは何か？ その問いに立ち向かうべく、
生態学者として、外来生物、環境汚染、温暖化といった
テーマを軸にこれら影響要因の本質をとらえ、適応策の
提案につなげています。

生態系保全研究室

プラスチックを分解する
微生物を探索し、
その力を生かした
技術の開発をめざす

私たちの目では見ることができない1000分の1ミリ
メートル程度の小さな微生物のなかには、プラスチッ
クを食べる能力を持つものが存在します。自然界から
そのようなプラスチック分解能を持つ微生物を見つけ
出し、その力を生かした持続可能な社会の発展に資す
る技術の開発をめざしています。

環境化学研究室

地域における生物資源の
持続可能な利用を考える

主に魚類を題材とした生物多様性の解明と生物多様
性保全の普及に関する調査研究を行っています。マスメ
ディアや市民の情報を生態学や分類学に活用するため
の方法論的研究にも取り組み、生物多様性の状態の評
価や自然資源の持続可能な利用の実現に貢献したいと
考えています。

水圏生態学研究室
森林科学に基づく
持続可能な森林管理を
探求します

人は木と森林に支えられて生きていきます。木材、酸
素、水、土砂災害の防止、さらに気候の緩和など、健全
な森林生態系からの恩恵は人間の生活に不可欠です。
その森林生態系を支える多様な生物の研究を通じ
て、持続可能な森林管理のあり方を探求します。

森林資源学研究室

菌類や土壌動物など
「縁の下の力持ち」の
生態的機能を解明し、
応用への道を探る

森林の林床は陸上において最も生物多様性の高い環境
であり、森林生態系を維持し動かす重要な機能を果たし
ています。そこに生息する、きのこや線虫、トビムシ、ダニ
などさまざまな生物たちの生態的機能について解明を
進めることで、森林生態系の仕組みのより正確な理解
と、森林、樹木の管理への応用につなげていきます。

生態系保全研究室

「人や環境に優しい」
農業や経済のあり方を
提案する

アフリカやタイの農村を対象に、環境保全的な農業や
農村内部での相互扶助について研究しています。アフリカ
の農村では、家族間で助け合い、農薬を使わないなど
「人や環境に優しい」経済や生産が実践されています。
それは、環境破壊につながる現代農業や資本主義経済
を批判するための視点を提供してくれます。

環境政策学研究室

持続的な農業生産基盤・
水環境・システムづくりに
貢献

ため池やダム、河川や用排水路など、農業水利システム
全体から水田などの農地に至るまで、さまざまな水環境
を対象に、現地観測を行い、水循環や溶質動態、熱環境
などを解析するシミュレーションモデルを作成していま
す。それらを通じて、持続的な農業生産基盤、健全な水
循環への貢献をめざしています。

国際開発・環境学研究室

正確な水揚量を
把握することで、
資源管理の効率性を上げる

資源管理を行うには正確な資源量を把握することが重
要です。離島を事例とし、島内の民宿に宿泊者数と購入
漁獲量の記録をお願いし、実際の水産物の消費量を推
定しています。実数により近い数値を把握することで、資
源管理をより効率的に行うことが可能になります。

環境政策学研究室

河川を中心とした
水域における物質移動や
食物連鎖の解明を通して
流域の未来を考える

渓畔林の落葉や陸生昆虫の一部は、水生昆虫や魚類の
食物資源となります。こうした物質移動や水中の捕食被
食の関係について、河川生態系を構成する多様な動植物
を用いて研究し、河川管理への応用をめざします。また、
ダムに堆積した底泥の有効活用に向けた研究を展開し、
循環型社会に向けたシステムづくりに挑戦しています。

水圏生態学研究室

微生物機能を生かして
地球温暖化問題に挑む

微生物の機能を利用し、木材や稲わらなどから燃料や
プラスチックを生産する研究を行っています。環境中に
は、非常にユニークな生き方をしている微生物が存在し
ます。そうした微生物のなかから環境問題の解決につな
がる微生物を探索し、さらに遺伝子組換えで機能を強
化して利用する研究に挑戦しています。

環境化学研究室

新しい林業の実現をめざす

林業は木材生産だけでなく、気候変動の緩和、土砂災
害の防止、水源かん養機能などの面においても大切な
産業です。国内の林業が衰退しつつある現状を打破す
るために、フィールド調査、レーザ計測、データサイエン
ス、数理モデリング、シミュレーションなどの手法をもと
に、新しい林業の実現に向けた研究を行っています。

森林資源学研究室

生き物たちの
本当の姿を理解して
あるべき姿で保全する

※教員組織は2026年度のものです。2027年度は変更になる場合があります。

多炭 雅博 教授

データと情報で
地域や地球の
環境持続可能性に挑む

環境の持続可能性が課題となるなか、データに基づく
戦略的な環境管理が重要です。将来にわたる豊かな人
間生活と自然のために、リモートセンシングや気象デー
タを使って、広い時間空間スケールで水や植物の現状
をとらえ、地域から地球規模にわたる農業や自然環境、
水資源の把握と評価に取り組みます。

環境情報学研究室

■ レーザ計測による森林調査法の開発
■ 画像認識AI技術を用いたカキの灌水判断モデルの構築
■ 機械学習による低平地湖沼の事前排水時の水位予測
■ ゴルフ場内の池の生物多様性の解明
■ 樹木の病害虫の生態の解明と防除手法の開発
■ きのこと動物の相互関係に関する研究

■ 好熱性微生物によるバイオマスからの有用物質生産
■ 微生物によるプラスチック分解機構の解明
■ 里山二次林の樹木・動物相の変化に関する研究
■ 在来作物の種子の保全と再生産の現状
■ 絶滅危惧淡水魚類の保護・増殖に関する研究
■ 水域における市民参加型調査手法の検討

松野 裕 教授

先端技術を用いた
持続可能な農業技術の
開発に貢献

AIなどの先端技術を活用し、水や土地利用の効率化を
図ることで、持続可能な農業環境の創出と食料生産の
実現をめざします。また、データ解析、センシング、シミュ
レーションといった技術を組み合わせることで農業のス
マート化を推進し、世界のさまざまな地域で効率的な
農業の実現に貢献します。

国際開発・環境学研究室 フィリピン沿岸部での実習 フィリピンでのマングローブ林視察

カンボジア農業技術センター視察 タイ・チェンマイ大学農業研究所訪問

地球規模で進む気候変動や食料問題は、日本だけ
でなく世界各地で重要な課題となっています。環境
を守りながら持続的に農業を続けるためには、海外
の現状や考え方を知り、国際的な視点で物事を考
える力が不可欠です。
環境管理学科では、その力を身につけるための実践
型科目「海外調査・研修」を開講しています。協定を
結んでいるアジアの大学や研究機関の協力を受け、
現地の農業、森林管理、水資源利用、生態系保全の
取り組みなどを、実際の現場で学びます。また、現地
大学の学生とのワークショップや交流活動もあり、
語学力だけでなく異文化理解やコミュニケーション
力も育つプログラムです。
研修は夏休み期間に集中して行われ、事前学習、現
地調査、帰国後の発表まで丁寧にサポートします。
参加した学生からは「進路の方向性が明確になっ
た」「将来は海外で環境や農業に関わる仕事がした
い」といった声も寄せられています。
このプログラムは、世界を舞台に未来の環境づくり
や農業に挑戦したい人にとって、大きな一歩となる
学びの場です。

森林は気候変動の原因である大気中の二酸化炭素を吸収し、炭素として森林内
に貯えます。気候変動対策には森林を適切に管理することが求められますが、対
策を的確に進めるために、森林による二酸化炭素吸収量を正確に測定する必要
があります。現在利用されている日本の方法は、およそ15年前に京都議定書報告
のために開発されたもので、行政の森林情報を基礎にしています。しかし、その後、
新たな観測データや科学的知見が蓄積され、日本の森林による吸収量はこれま
で考えられていたよりも多いことや、人工林の吸収が高齢になっても継続すること
がわかってきました。これらの新しい情報や知見を踏まえ、森林の吸収量をより正
確に測る方法を開発しています。

新しい情報や知見を踏まえ、森林の二酸化炭素吸収量を正確に測る研究

キャンパス内の里山をフィールドとした
卒業研究をはじめ、環境問題を中心と
した国内外のさまざまなテーマの研究
に取り組んでいます。

卒業研究のテーマ例

飯田 悠哉 講師

環境保全と
ディーセント・ワークの両立の
追求

持続的な食料生産のためには、環境負荷だけでなく労
働者の健康や権利への配慮も不可欠です。しかし近年、
農業・食料労働者の職業上の健康被害が極めて深刻で
す。被害リスクを高める社会的・政治的な要因の研究を
通じて、食の生産に携わる全ての人々の安全と尊厳が
守られる公正な食の仕組みのあり方を探求しています。

環境政策学研究室

環境管理学科
（YouTube再生リスト）

↑ クリック
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https://www.youtube.com/playlist?list=PLXPQjLdXyX26Bh3KM1fWb85CYN-mpQ5Nh


生物機能科学科

生物がもつさまざまな機能を利用して、
新たな技術の開発や産業の芽を創出
生物機能科学科では、食料、医療、創薬、エネルギーなど人
類が直面する課題を解決するため、生物がもつさまざまな
機能に着目し、分子レベルの最先端の研究と社会に役立つ
実学的な研究を展開しています。ユーグレナによるバイオ燃
料生産、遺伝子改変を用いた次世代育種技術の開発、ゲノム
編集技術を利用した新たな動植物品種の創出、iPS細胞を
利用した再生医療技術の開発など、基礎から応用までの幅
広い研究を行い、これまでに世界トップレベルの研究成果
を数多く発信しています。新たな技術の開発や産業の芽を
創出するためのスキルを身につけ、社会に貢献したい、そん
な意気込みのある人が力を伸ばせる学科です。

食料・医療・創薬・エネルギー分野の企業で
即戦力として活躍できる人材を養成
動植物を問わず、最先端の生命科学に関す
る知識やスキルを修得するための教育・研
究に加え、ベンチャー企業の起業や弁理士
資格取得に必要なビジネス論や特許関連
の知識を幅広く修得できる講義を実施。実
践的かつ就職に直結したカリキュラムで、さ
まざまな企業で即戦力として活躍できる人
材を養成します。卒業生の約半数が製薬・
食品などの製造業に就職。他にも医療・種
苗・化学系の企業や公的機関、また大学院
進学など幅広い進路が開かれています。

生命のメカニズムを理解し、クリーンなバイオ燃料生産に生かす

数学 生涯スポーツ1

韓国語総合1

English
Communication1

基礎免疫学

暮らしのなかの
憲法

情報基礎

農学と社会 英語1 キャリア
デザイン

生物学基礎

英語１

化学基礎

基礎ゼミ※

バイオサイエンス
概論

時限 Mon Tue Wed Thu Fri Sat

1

2

3

4

5

時間割（1年次）
高校生のとき、生物の授業がとてもおもしろく、もっと深く知りたいと思い、生物
機能科学科を選びました。授業には、動物遺伝学、植物細胞生化学、分子生物
学といった科目があり、目には見えない分子レベルで生命のメカニズムを理解
できる点が魅力です。私は卒業研究で、バイオ燃料生産に利用できる微細藻類
「ユーグレナ」の遺伝子改変によって、過酷な環境でも生育できる株を探す研究
に取り組んでいます。高温や塩ストレス条件下でも元気に育つ株が見つかったと
きには、宝物を見つけた気分になります。研究はトライアンドエラーの繰り返し
で、自ら積極的に考える力が身につきます。卒業後は化粧品メーカーに就職し、
成分や開発プロセスについてさらに知識を深め専門性を高めていきたいです。

■ 上級バイオ技術者　■ 胚培養士　■ 危険物取扱者［甲種］　
■ 中学校・高等学校教諭一種（理科）　■ 高等学校教諭一種（農業）　■ 学芸員　など

在学生インタビュー

PICK UP! 2 PICK UP! 3 PICK UP! 4PICK UP! 1

カリキュラム

目標とする
資格・検定

生物機能科学科［4年］ 大阪府立泉陽高校出身

生物機能科学科06学科紹介

生物の遺伝子改変は品種改良や基礎研究
において重要な技術であり、近年のゲノム編
集技術は従来の遺伝子標的技術では改変
が難しかった生物種においても遺伝子改変
を容易にしました。本講義では遺伝子改変
の基本メカニズムの理解と最新のゲノム編
集技術の応用の可能性について解説します。

1年次 2年次 3年次 4年次

専
攻
科
目

関
連

科
目

※カリキュラムは2026年度のものです。2027年度は変更になる場合があります。

専門演習 Ⅰ・Ⅱ 
卒業研究

栄養化学
食品化学
農薬化学

数学
分子生物学 Ⅱ
細胞生物学 Ⅱ
生物化学 Ⅱ
有機化学 Ⅱ
分子遺伝学
分子進化学
微生物学
酵素タンパク質工学
有機反応化学
Topics in Bioscience

バイオインフォマティクス演習

動物生産学
動物遺伝学
動物発生工学
植物分子生物学
植物バイオテクノロジー
植物細胞生化学
細胞工学実験
遺伝子工学実験
バイオサイエンス専門実験 Ⅰ

果樹園芸学
発酵化学
森林資源科学

野生動物保護論
環境政策学

バイオサイエンス概論
資源科学基礎
植物生理学
生物学基礎
化学基礎
物理学
発生生物学

基礎免疫学

分子生物学 Ⅰ
細胞生物学 Ⅰ
生物化学 Ⅰ
有機化学 Ⅰ
物理学実験
生物有機化学実験

さまざまな知識と先端技術を身につけた生命科学のプロフェッショナルを養成
生命科学を深く理解するために、基礎から応用までを段階的に幅広くカバーする多様な講義を専門科目としてラ
インナップ。さらに、1～3年次に行う専門性の高いさまざまな実験を通して個々の興味を掘り起こし、4年次には
それまでに培ったスキルを駆使して、それぞれの専門分野で「卒業研究」に取り組みます。

イネのたんぱく質 OsXIPが
病原菌の分泌する
酵素 RXyn2を
阻害している様子

科学技術の発展に伴い、種々の生物に
関してゲノムなどの大量の情報が得ら
れるようになった一方で、それらを整
理し有益な情報を抽出することが重
要となります。本演習では、動物・植
物・天然物のデータベースを利用・解
析する技術を修得します。

哺乳動物の体外受精、染色体観察、有
機合成、遺伝子組換え植物の解析、酵
素活性測定など、バイオサイエンス研
究に必須となる特色豊かな基礎実験
に取り組みます。数名の小グループに
わかれて実験を行い、さまざまな実験
技術や知識を修得します。

万能細胞「iPS細胞」は、将来の創薬や再
生医療の分野に革新をもたらすと考えら
れています。本講義を通じて修得できる
「動物の発生生物学」の知識は、iPS細胞
を自在に扱うための基盤となるものです。

ゲノム編集学バイオサイエンス専門実験Ⅰバイオインフォマティクス演習発生生物学

遺伝子工学
分子構造解析学
ゲノム編集学

生体物理化学
環境生物学
微生物バイオテクノロジー
幹細胞生物学
実験動物学
エピジェネティクス

植物免疫学
生命情報学
AI基礎論
AI基礎演習
バイオビジネス論
アグリバイオ実習
特別講義 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
専門英語 Ⅰ・Ⅱ
バイオサイエンス専門実験 Ⅱ・Ⅲ

2年次に行う細胞工学実験やバイオサイエンス専門実
験Ⅰでは、植物・動物・遺伝学など幅広い分野の実験を
体験できます。これらの実験を通じて興味がある分野
を見つけ、研究テーマ選びにつなげられます。研究室ご
とにテーマや雰囲気が大きく異なるので、そのなかか
ら自分が好きなものを見つける楽しみも。また、専門英
語や専門演習では、プレゼンテーションの機会も多く、
思考力や発表する力が身につきます。

発生生物学の授業では、板書以外にも先生が多くの話
をしてそれをメモする必要がありました。書きとめない
といけないので、より集中してインプットできたし、先生
がiPS細胞を発見した京都大学の山中伸弥教授の話題
など最近のニュースや雑学を盛り込んで話してくださる
ので、興味を持って学ぶことができました。

この学科でできる体験について
教えてください これまでに印象に残った授業は？ Message

奈良キャンパスは里
山など自然がいっぱ
いの環境もすばらし
いです。実験の素材
に使う葉っぱなどを
拾ってくることもあり
ますよ。

PICK UP! 1

PICK UP! 3

PICK UP! 2

PICK UP! 4

メディア授業 里山学 自校学習
※現在は科目名変更（旧科目名で表記）

DNA情報を書き換える仕組みを理解して
育種や医療に貢献する

哺乳動物の発生の仕組みを明らかにし、
医療と畜産分野に貢献

酵素・合成のちからで
薬などの有用物質を

作り出す

植物のちからで
食料・環境・

エネルギー問題を解決
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生物機能科学科学科紹介

TOPICS 生命科学を理解し、研究を楽しむことができる実践的なバイオ研究者を養成

※教員組織は2026年度のものです。2027年度は変更になる場合があります。

田茂井 政宏 教授

山口 公志 講師

岡村 大治 准教授

川﨑 努 教授

加藤 容子 教授

大沼 貴之 教授 加藤 明宣 准教授

松嵜 健一郎 講師

西原 秀典 准教授

篠原 美紀 教授谷 哲弥 講師

武田 徹 准教授

佐渡 敬 教授

佐古 香織 講師

植物分子生理学研究室

食料も燃料も、もとをたどれば植物や藻類が光合成で
固定したCO2に由来します。つまり、光合成生物の炭素
代謝の強化は、食料や燃料生産を増やす一つの手段と
なります。本研究室では、植物や微細藻類の炭素代謝
能力を強化し、高付加価値の作物やクリーンなバイオ
燃料の生産技術への応用をめざします。

植物と微生物の
相互作用の研究成果を、
次世代の農業技術に
応用する

地球には植物にプラスの影響を与える共生微生物やマ
イナスの影響を与える病原微生物といった、さまざまな
微生物が存在します。研究室では、植物と微生物の相互
作用の解析を通じて、植物の免疫や共生システムを明
らかにし、病気に強い植物の開発や微生物を活用した
植物の成長促進技術の開発を行っています。

植物分子遺伝学研究室

培養肉の社会実装をめざし、
筋肉細胞の培養に挑む

家畜の骨格筋細胞を培養・組織化した「培養肉」は、地
球に負荷を掛けない新たな食肉生産システムとして期
待されています。しかし培養肉の元となる骨格筋細胞を
増殖させるための培養液の生産には、大変なコストが
かかります。現在我々は、低コストで持続可能な骨格筋
細胞の培養技術の開発に取り組んでいます。

動物発生工学研究室

化合物を利用し、
植物の耐塩性・耐暑性を
強化する

近年の気候変動により、猛暑や干ばつが増え、農作物の
収量や品質に悪影響を及ぼしています。こうした気候変
動に左右されず持続可能な食料生産を実現するために、
私たちは、エタノールをはじめとした化合物を用いて植物
の耐塩性・耐暑性を強化する技術の開発を行っています。

植物分子生理学研究室

哺乳動物の卵に関する
研究で畜産と医療の
未来を支える

哺乳動物の卵に関する研究はまだ十分に進んでおら
ず、とくに体外培養系や保存技術の確立が重要です。私
たちはこれら周辺技術の発展に取り組み、畜産や医療
の未来に貢献しています。また、研究を通じて学んだ学
生たちは、生殖補助医療胚培養士として、その知識と技
術を生かして活躍しています。

動物発生工学研究室

酵素の研究を通して、
生命現象が起こる
仕組みの解明をめざす！

生物の営みの多くは、たんぱく質である酵素が触媒とな
る“酵素反応”によって制御されています。私たちは酵素
の研究を通して、さまざまな生命現象がどのような仕組
みで織りなされるのか理解しようと試みています。とくに
第三の生命鎖と呼ばれる糖鎖の合成や分解に関わる
酵素を対象に研究を行っています。

生体分子化学研究室

細胞が遺伝子を
使い分けるという機能に
着目して研究しています

私たちの細胞は持っている2万個の遺伝子を使い分ける
ことで、それぞれの細胞に特化した役割を果たすことが
できています。この使い分けに不具合が生じると、発生
異常や病気の原因となるため、遺伝子を使い分ける仕組
みを知り、コントロールできれば、私たちの健康増進に
役立つはず！ と信じて研究しています。

動物分子遺伝学研究室

感染症、悪性新生物に
立ち向かうための
分子・ゲノム創薬を
実現していく

分子・ゲノム創薬の研究として、副作用のない光温熱・抗
がん剤、新しい抗菌薬の開発を進めています。また、サル
モネラ菌のリボソーム間正面衝突をモニタリングするこ
とにより、新規抗菌薬の効き方や、遺伝子の新しい働き
を明らかにしています。これらの研究には医薬・食品系
業界も関心を寄せています。

分子生物学研究室

動物が持つゲノム機能の
多様化メカニズムを
データサイエンスで
解き明かす

生物の多様性を生み出した原動力を知ることは、家畜
や作物の品種改良技術の発展に役立ちます。それに
はゲノムの機能と進化を十分理解することが必要で
す。私たちはコンピュータによるゲノム解析を通して、
動くDNAと呼ばれるトランスポゾンが引き起こしたゲ
ノム多様化と機能進化の原理を研究しています。

動物分子遺伝学研究室

ゲノム情報を守る仕組みと
書き換える仕組みの理解を
めざして

生物の遺伝情報媒体であるゲノムDNAの情報が壊れる
と、がんなどの疾患につながります。生物はゲノムを守る
仕組みを備えていますが、一方でその仕組みを少しだけ
変化させることで遺伝的多様性を生み出すツールとし
ても利用しています。それらの機能を理解してゲノム情
報を操る技術へと応用します。

分子生物学研究室

環境中や日常生活のなかで
生じるDNAの傷から
細胞や体を守る機能を解明

我々の体は常に環境中や食品に含まれる物質から
DNAを傷つけられており、がんの原因となっている。環
境・食品中の成分が、どのようにDNAを傷つけており、
我々の体がどのように情報を守っているか、そのメカニ
ズムを明らかにし、がんのリスクを抑える方法を見つけ
るため研究を行っています。

分子生物学研究室

天然物のパワー
知られざる物質と
新しい化学反応の発見で、
医薬開発と医療に貢献

植物（たとえばハナショウガ）に大量に含まれる天然物
の反応性に着目。有機合成化学の手法で、「新しい物
質」を創ることで「新しい薬」の開発にチャレンジし、「新
しい化学反応」も発見。さらに病気に関与する物質を選
択的に「光らせる」物質を開発。医薬開発と医療への貢
献に挑戦し続けています。

北山 隆 教授

生物有機化学研究室

植物自身が持つ
免疫力を利用して、
病気に強い植物を開発する

毎年、世界では12億人分に相当する作物が病気により
失われています。本研究室では、植物自身が持つ植物免
疫システムを遺伝子レベルで解明し、それを応用技術と
して利用することで、病虫害による損失を極力抑え、か
つ低農薬による「環境に優しい農業」を実現する技術開
発を行っています。

植物分子遺伝学研究室

家畜から野生動物まで、
動物の発生分化機能について
研究しています

私たちがより良く生きていくためには、動物を人工的に
増やすことが必要です。私たちは、動物の体のなかで起
こる発達の仕組みを理解し、効率的な繁殖法の開発を
行っています。家畜での実用化だけでなくさまざまな種
類の動物を対象に調べることで、生命の発生過程を理
解することを目標としています。

動物発生工学研究室

生物にとってそれは毒か薬か！？
（半）金属元素を含む
たんぱく質の研究から
解明する

ヒトにとって必要不可欠な（半）金属元素なのに、植物
にとっては毒として機能するものがあります。その逆もあ
ります。多くの元素で満たされた同じ環境のなかで生存
しているにも関わらず、生物種によっては、同じ（半）金
属元素がなぜ正反対の機能を発揮してしまうのか？ こ
の謎の解明に取り組んでいます。

生体分子化学研究室

光合成生物における
炭素代謝の制御機能を
解明して、
食料・燃料生産へと応用する

生物の設計図である、ゲノムの遺伝情報を守る仕組みと書き換える仕組みに
ついての研究です。全ての生物は、長い時間をかけてゲノムの情報を少しず
つ書き換えることで進化し続けますが、短時間で人工的に書き換えて品種改
良に利用することもできます。また、ヒトのように異なる性をもつ生き物は、雌
雄2個体の遺伝情報をシャッフルして伝えることで、子のゲノムの遺伝情報を
多様にします。一方で、私たちの体を構成する数十兆の細胞のなかでは、遺
伝情報が変化しないように守る仕組みがあり、壊れるとがん細胞へと変化す
ることがわかっています。ゲノムの可塑性と堅牢性、これらの仕組みを理解
し、農作物の改良や抗がん剤、がん予防など医療に役立つ技術の基盤作り
をめざしています。

再生医療の
メインプレイヤー。
より最適化した
“iPS細胞づくり”をめざす

生物機能科学科では多様な生物がもつ重要な機能もしくは未知の機能を明らかにし、その応用研究と技術
開発を進めることで、医療・創薬技術の発展や、食料・環境問題の解決をめざしています。そのため当学科
では動物、植物、微生物といった多様な生物・生物素材を用いて最先端の研究を行っています。具体的に
は、iPS細胞や動物の受精卵を操作することによる再生医療や不妊治療技術の研究、DNAに入った傷を修
復する仕組みをがん抑制に利用する研究、ユーグレナによる代替エネルギーの開発、植物由来成分の化学
修飾による新薬の創出、遺伝子組換え技術による病気に強い作物の開発、酵素の機能解明から生命現象
を理解する研究などに取り組んでいます。生物機能科学科の学生はこれら多様な分野の講義と実習を通
して最先端の知識やスキルを広く身につけます。さらに3年次からは研究室に所属し、個々の興味に応じ
た専門性の高い研究を行います。このように、本学科では生命科学の分野横断的な知識と社会で役立つ実
践的スキルを幅広く習得できることが特徴です。

ハナショウガユーグレナマウスの染色体 クローン胚作出 イネ

シロイヌナズナウシiPS細胞 ベンサミアナタバコ ヒト培養細胞

物理学実験（1年次）

出芽酵母

優れた専門性を持つ教員とともに、卒業研究を通して「さまざ
まな生命現象のなぞ」を紐解くことをめざしています。それぞれ
の研究室では、生化学、分子生物学、有機化学を駆使した
基礎研究から、バイオ燃料・創薬・酵素の開発・次世代作物
の開発などの応用研究まで、次世代に幅広く役立つテーマを
卒業研究のテーマとして設定します。その研究成果は、世界
に向けて発信され、高い評価を受けています。

卒業研究のテーマ例

■ ヒトiPS細胞の再生医療技術の開発
■ ブタ卵の発生能に及ぼす抗酸化剤の影響
■ 酵素研究から探る、腸内細菌の生存戦略
■ 調節たんぱく質によるマウスの発生制御
■ 絶滅危惧種動物由来iPS細胞の樹立
■ 飲酒による発がんの解析と予防法の開発
■ 植物による金属資源回収と環境浄化

■ 細菌リボソーム正面衝突促進薬剤の開発
■ パン酵母を用いた人工染色体の構築
■ ユーグレナ（藻類）によるバイオ燃料生産
■ ハナショウガ成分の化学変換による創薬
■ 植物の成長を助ける微生物の探索と利用
■ エタノールによる植物高塩・高温耐性強化
■ 植物の免疫力を利用した病気に強い植物の開発
■ 味覚受容体の解析から明らかにする生物多様性

ゲノムの仕組みを理解し、農業や医療へ応用の可能性を探る研究

生物機能科学科
（YouTube再生リスト） ↑ クリック

3433
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https://www.youtube.com/playlist?list=PLXPQjLdXyX24o54XYNiz0EqKLpzeDXhun


国際交流

奨学金

学科紹介

今日の日本の大学は
どのような語学教員
を求めているのかと
いう観点から外国語
教育の在り方を研究
しています。農学部
から海外へ羽ばたい
てください。

木村 正則 教授
理論言語学を専門に
しています。普遍文法
という考えに基づい
て、人間の文法知識と
はいかなるものか、と
くに英語や日本語に
焦点を当て研究をし
ています。

赤羽 仁志 准教授
19世紀ヴィクトリア
朝文学における医療
表象について研究し
ています。農学部で
英語を学び、国際的
視点で物事を考え
る習慣を身につけて
いきましょう。

西垣 佐理 教授
英語では約2,400の
ワードファミリーが、
一般的な文章に使わ
れる語の約90%を占
めます。そのため、クラ
スではさまざまな活動
を通してこれらの語彙
を学修します。

SHERIDAN, Robert 准教授
シェリダン　ロバート

英語教育のエキスパート4人が、基礎力はもちろん、
ニーズに合わせてきめ細かにサポート
農学部では、英語修得に必要な4技能（読む・書く・聞く・話す）の基礎力養成に加えて、
異文化理解や専門科目にも対応できるディスカッションやライティングスキルの修得、
およびTOEIC受験に必要なスキル養成など、
学生のニーズに応じた幅広い学修支援を行っています。

読む、書く、聞く、話す英語を丁寧に週3回の講義で学修します。農学部
ならではの素材で、将来の専門的な講義に備え、楽しみながら知識の修
得をめざします。

総合的な英語力の土台を作る

1年次で学修した内容をさらに進めて、学術的な英語やメディア英語を学び、
あるいは英語を母語とする講師による高度な会話トレーニングなどを行い
ます。TOEIC高得点取得や、大学院への進学、留学など、さまざまな学生の
ニーズに対応するための幅広い選択講義で、英語力を伸ばします。

2年次 一人ひとりのニーズに対応1年次

3・4 年次
3年次以降には、相手に英語で情報を伝えることに重点をおいた選択講義
を多く開設。学術プレゼンテーションをはじめ、TOEIC600点以上取得や、
ビジネスプレゼンテーションなど、目的に合わせた英語発信能力の向上を
めざします。

英語で発信することをめざす
Through English you can travel and communicate with friends from around the world. 
You can learn using many fun activities such as English songs, movies and games.

英語を使えば海外旅行や世界中の友人たちとやりとりができるようになります。
洋楽や映画、ゲームといった活動を通して英語を楽しく学ぶことができます。  

The fun of learning English英語を学ぶ楽しさ

将来、教員としての活躍をめざす学生のために教職課程が設けられています。
教職課程の所定単位を履修すれば、中学校、高等学校および栄養教諭の教員免許が取得可能です。

学　科 取得可能免許状

中学校教諭一種免許状 理科／高等学校教諭一種免許状 理科・農業

中学校教諭一種免許状 理科／高等学校教諭一種免許状 理科・水産

中学校教諭一種免許状 理科／高等学校教諭一種免許状 理科／　
栄養教諭一種免許状

農学科※　応用生命化学科　環境管理学科　生物機能科学科

水産学科

食品栄養学科［管理栄養士養成課程］

共
通
教
養
科
目

1年次 2年次

2年次

3年次区分

近大ゼミ　日本語の技法　科学的問題解決法　統計と考え方　情報基礎
データリテラシー入門　キャリアデザイン　キャリアデベロップメント　進路と職業　暮らしのなかの起業入門

基礎数学　環境教育学　世界の食糧生産　色彩自然学　生態学基礎　食生活と健康　基礎土壌学

英語 １・２
English Communication 1・2
海外語学研修（英語）

ドイツ語総合１・2　
韓国語総合１・2

中国語総合１・2
フランス語総合１・2

ドイツ語総合 ３・４　
韓国語総合 ３・４

中国語総合 ３・４
フランス語総合 ３・４

英語 ３・４
English Communication 3·4
TOEIC 1・2 Academic English 1·2

TOEIC 3・4
Academic English 3・4
Writing A・B

English Culture Seminar A・B
English Special Studies A・B
English Self-learning A・B

国際経済入門　国際化と異文化理解　農学と社会　地球環境と気象

人権と社会１・２　暮らしのなかの憲法　住みよい社会と福祉　現代社会と法　ボランティア実習　

生涯スポーツ１・２

区分

人間性・社会性科目群

地域性・国際性科目群

課題設定・問題解決科目群

スポーツ・表現活動科目群

専門基礎科目

第一外国語（英語）

第二外国語
（ドイツ語・韓国語・中国語・フランス語）

※カリキュラムは2026年度のものです。2027年度は変更になる場合があります。

※2027年4月　農業生産科学科から名称変更予定

人間性や国際性を身につける多彩なカリキュラム
1年次

環境と倫理　生命と倫理
教養特殊講義A

教養特殊講義B

情報処理　就業体験
教養特殊講義C

全学共通科目

最新の共通データに差し替え

教員をめざす人のための「教職課程」

入学試験の成績優秀者対象特待生制度
奨学金は2026年度入学生のものです。2027年度は変更になる可能性があります。詳細は近畿大学ホームページをご参照ください。

在学中の成績優秀者対象特待生制度
入学試験の成績優秀者に4年間の授業料の全額を免除します。（入学後は特待生規程に準じます） （各学科・各年次3人以内）

次の条件を満たす成績優秀者には、当該年度の授業料の半額を免除します。

1 TOEIC L&Rの成績が600点以上
2 成績上位であること

■ 3年次進級時に80単位以上修得し、前年度までの平均点が85点以上
■ 4年次進級時に110単位以上修得し、前年度までの平均点が85点以上

一般入試・前期（A日程・B日程）
計56人以内

共通テスト利用方式（前期）
計17人以内

得点率80％以上かつ上位者から各学科3位以内
（ただし、食品栄養学科は2位以内） 

得点率75％以上かつ上位者からA日程は各学科6位以内、
B日程は各学科から4位以内
（ただし、食品栄養学科はA日程4位以内、B日程2位以内）、各日程28人以内

入学試験の成績優秀者対象特待生制度 入学試験の成績優秀者に4年間の授業料の全額を免除します。（入学後は特待生規程に準じます）

教養・基礎教育部門

教職課程

留学制度

実施大学

夏期または春期休暇で伸ばす、実践的な語学力。ホームステイなどの学外プログラムも豊富です。
夏期や春期休暇を利用した、約3～4週間の短期海外留学制度。海外の大学で行われる講義やディスカッションへの参加を通して、実践的な語学力
を修得します。語学力レベルが初級の方でも安心して海外の大学で学べる環境を整えています。

カルガリー大学
ブリティッシュ・コロンビア大学カナダ サザンクロス大学ゴールドコースト校

サザンクロス大学リズモア校オーストラリア ワイカト大学
ダブリンシティ大学

ニュージーランド
アイルランド

エンデラン大学
漢陽大学

フィリピン
韓　国

高麗大学
台湾師範大学

韓　国
台　湾※2025年度実績

短期
語学研修

近畿大学の国際交流プログラム ※現地の情勢などにより変更または中止になる場合があります。

2026年2月時点

交換留学先大学

1または2学期で確かな実力を身につける長期留学。単位の認定により、4年間での卒業が可能です。

近畿大学が交換・派遣留学先として指定する大学へ留学し、専門分野を学びます。交換・派遣留学

本学による審査を経て、交換・派遣・認定留学をした場合、留学期間が本学での修業年限に算入され、専門分野に応じた科目が単位認定されます。
また、本学から奨励金を給付します。留学可能な時期や単位認定の範囲は、各学部のカリキュラムに応じて異なります。

認定留学

カリフォルニア大学デービス校
カリフォルニア大学バークレー校
チャタム大学
カリフォルニア州立大学ロングビーチ校
カリフォルニア州立大学モントレーベイ校
ボストン大学
ハートフォード大学
シンシナティ大学
テンプル大学
ボイシー州立大学
インディアナ大学-パデュー大学
インディアナポリス校
サンフランシスコ州立大学
カリフォルニア州立工科大学ポモナ校

近畿大学が交換・派遣留学先として指定していない大学へ留学し、専門分野を学びます。

派遣留学先大学

アメリカ

韓国

台湾

中国

中国

タイ

フィリピン
インドネシア

ベトナム
カザフスタン

マレーシア

フランス

オランダ

スペイン

ベルギー

ハンガリー
リトアニア
ポーランド
ラトビア

チェコ

トルコ

クロアチア
北マケドニア

ルーマニア

スウェーデン

アメリカ

カナダ

イギリス

アイルランド

ハンガリー

オースト
ラリア

ニュージー
ランド

ポーランド

アメリカ

コスタリカ
フィンランド

カナダ

ドイツ

イタリア

オースト
ラリア

カリフォルニア大学リバーサイド校
ハワイ・パシフィック大学
カリフォルニア州立大学
サンバナディーノ校
ウェスタンミシガン大学
カリフォルニア州立大学
イーストベイ校
カリフォルニア州立大学
チャネルアイランド校
カリフォルニア大学ロサンゼルス校
（UCLA）エクステンション
カルガリー大学
セント・メアリーズ大学
フレーザー・バレー大学
ノッティンガム大学
サセックス大学
ロンドンメトロポリタン大学
エセックス大学
ダブリンシティ大学
ユニバーシティ・カレッジ・
ダブリン
リムリック大学
サザンクイーンズランド大学
サザンクロス大学
ウーロンゴン大学
グリフィス大学
ボンド大学
ディーキン大学
ワイカト大学
オタゴ大学
ペーチ大学
アダム・ミツイェヴィチ大学

ノースカロライナ大学・ウィルミントン校
ボイシー州立大学
セントラルフロリダ大学
ストックトン大学
ニューヨーク市立大学ブルックリンカレッジ
セント・トーマス大学
プリンスエドワードアイランド大学
レジャイナ大学
フレーザー・バレー大学
ウーロンゴン大学
ウエスタンシドニー大学
ラテンアメリカ科学技術大学
ＪＡＭＫ応用科学大学
ハルツ応用科学大学
トリア単科大学
クラウスタール工科大学
バーデン・ヴュルテンベルク
連携州立大学ラーベンスブルク
バーデン·ヴュルテンベルク
連携州立大学ハイルブロン
ミュンスター応用科学大学
インゴルシュタット工科大学
ケルン応用科学大学
フランクフルト応用科学大学
ワームズ応用科学大学
シエナ大学
トリノ大学
ローマ・ラ・サピエンツァ大学
ノルマンディビジネススクール
EDC PARISビジネススクール
パリ・ラ・ヴィレット建築大学

リール・カトリック大学ヨーロピアン
スクール・オブ・ポリティカル・アンド・
ソーシャルサイエンス（ESPOL）
モンペリエ大学企業経営学院
ルツェルン応用科学芸術大学
コンピューターサイエンス情報
テクノロジー学部（HSLU- I）
トランシルヴァニア大学
ルーマニア・アメリカン大学
ルレオ工科大学
カールスタード大学
フォンティス応用科学大学
ハンゼ応用科学大学
ハーグ応用科学大学
HZ応用科学大学
ロッテルダム応用科学大学
ウィンデスハイム応用科学大学
アヴァンス応用科学大学
マラガ大学
ラモン・リュイ大学ラ・サリェ
リエージュ州高等教育学院
ルーヴェン・リンブルグ大学
トーマス・モア応用科学大学
エフェック高等教育学院
ブダペスト・メトロポリタン大学
ヴィリニュス大学
アダム・ミツイェヴィチ大学
ワルシャワ経済大学
リガ工科大学
アルゲブラ大学
ストルガ国際大学
チェコ生命科学大学

ベズミアレム・ヴァキフ大学
カラビュク大学
イスタンブール大学
慶熙大学
仁荷大学
釡山外国語大学
国民大学
ソウル市立大学
漢陽大学
韓国外国語大学
西江大学
漢城大学
西京大学
輔仁大学
国立台北大学
開南大学
亞洲大学
逢甲大学
淡江大学
国立陽明交通大学
南華大学
国立高雄大学
国立台北科技大学
国立台湾大学
東呉大学
中信金融管理学院
中原大学
国立成功大学
長栄大学
国立台北商業大学
国立中興大学
香港樹仁大学

スイス

フランス

澳門科技大学
嶺南大学
大連理工大学
杭州師範大学
東北大学
上海師範大学
鄭州西亜斯学院
フィリピン大学
ビヌス大学
テイラーズ大学
マラヤ大学
タマサート大学
ホーチミン市外国語情報技術大学
FPT大学
SDU大学

高等教育の修学支援制度（授業料などの減免と給付型奨学金）について2019年9月20日に近畿大学および近畿大学短期大学部は文部科学省から対象
機関として認定を受けています。

高等教育の
修学支援制度は
こちらから

高等教育の修学支援制度

貸与
（無利子・有利子）

在学中 希望する奨学金の月額を次のなかから選べます。
20,000円～120,000円（1万円単位から選択）貸与途中で月額を変更することもできます。
※医学部40,000円、薬学部20,000円の増額も可能。（ただし、120,000円を選択した場合のみ）
利息①利率固定方式（貸与終了時に決定する利率で最後まで返還）、②利率見直し方式（返還期間中おおむね5年ごとに見直しされる利率で返還）
より選択します。卒業あるいは退学した翌月から月単位で利息が計算されます（在学中および返還期限猶予期間は無利息）。

区分 時期・期間 名称 内容

20,000円～54,000円

（家計支持者の収入基準額により選択できます。最高月額は併用貸与の家計基準に該当する場合のみ利用できます）

〈自宅通学〉月額
20,000円～64,000円〈自宅外通学〉月額

第二種奨学金
（有利子・選択型）

第一種奨学金
（無利子・選択型）

第一種、第二種とも高等学校など在籍時に予約採用の制度があります。在籍の高等学校などにお問い合わせください。日本学生支援機構奨学金

貸与（無利子・一括型）
給付（返還不要）

内容

年額／300,000円
区分 時期・期間

在学中

在学中

名称

世耕弘一奨学金（給付）※１

近畿大学奨学金（定期採用）※2 年額／600,000円
※1  入学前予約採用型の制度もあります。　※2  薬学部医療薬学科は年額/800,000円

↑クリック

近畿大学独自の奨学金
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大学院

受賞年

大学院 農学研究科

時代のニーズにこたえる最先端の研究で
地球と人類の未来を切り開く農学のエキスパートをめざす
近畿大学大学院農学研究科は、水産研究所や地域創生農業研究所、演習林、共同研究棟など日本有数の実験研究施設群を擁し、
最先端の研究を展開しており、水産、生物生産、バイオテクノロジー、資源・環境など、多くの分野で世界をリードしています。
また、総合農学の研究機関として、農林水産業、医療・保健、食品・化学など、地域産業分野の振興にも産学官共同で貢献しています。

「生物現象の探究（探る）」「農産物の生産（作る）」「アグリビジネスへの展開（儲
ける）」「先端農業への挑戦（尖る）」の4つの視点をもとに教育・研究を展開し、国
際共同研究、産学官連携にも取り組んでいます。主な研究テーマは、静電場を利
用した物理的病害虫防除システムの開発、バンカー植物を利用した持続的害虫
防除システムの開発、環境保全型稲作のアフリカ半乾燥地への導入研究、マン
ゴーの花成機構の解明、新たな変異創成技術の開発などです。

●ヤンマーホールディングス
●JA全農（全国農業協同組合連合会）
●敷島製パン
●マルコメ
●全星薬品工業

農業生産科学専攻
■作物学
■育種学
■園芸植物学
■植物感染制御工学
■昆虫学
■農業経営経済学
■花卉園芸学

「探る・作る・儲ける・尖る」の4つの視点から
農業の生産・研究の現場で活躍できる人材を育成

大学院修了後の就職先一覧

大規模な養殖研究施設とスタッフを有する近畿大学水産研究所との連携のも
と、「イケスから食卓まで」を理解し、そのなかに潜む多くの問題点を抽出し、それ
を解決できる実践的研究者・技術者の養成をめざしています。養殖技術の開発を
行う水産増殖学分野、生理学や生態学、育種学を研究する水産生物学分野、水
産動物の資源動態や行動を研究する漁業生産システム分野、環境保全や物質循
環について研究する水族環境学分野、生産された水産物の利用加工方法を研究
する水産利用学分野の合計5つの専門分野にわかれて研究を行っています。

水産学専攻 ■水産増殖学
■水産生物学
■漁業生産システム
■水族環境学
■水産利用学

水産に関する多彩な分野を
世界レベルで研究

5つの研究室から構成され、幅広い分野の研究を行う環境管理学専攻。試験管
のなかだけの学問では、宇宙船「地球号」の乗組員の将来を幸福なものにはでき
ません。自然界から人間社会、ローカルからグローバルまで、多様な視点が必要
となります。本専攻では、生態系の評価・保全・修復にはじまり、人間社会におけ
るそれらの利用や政策まで、広範囲にわたる研究を網羅しています。研究の実践
フィールドとして、奈良キャンパスの置かれている自然条件を最大限に活用した
実験・実習および社会調査演習などを充実させています。

環境管理学専攻 ■水圏生態学
■生態系管理学
■環境化学
■自然資源管理学
■環境政策学

地球の未来を守るための
実践的技術を養成

生命科学に関する最先端の知識や技術を学び、食料、医療、創薬、エネルギーな
どの諸問題に柔軟に対応し、国際社会で活躍できる胚培養士などのバイオ技術
者や研究者を育成します。主な研究は、ユーグレナによるバイオジェット燃料生
産／病気に強く、収量の多い次世代作物の作出／ゲノム編集技術の応用／たん
ぱく質工学による有用酵素の開発／天然物を利用した創薬研究／ES・iPS細胞
を利用した再生医療に関する研究／植物・微生物の機能を活用した有用金属回
収技術／副作用のない抗がん剤の開発などがあります。

バイオサイエンス専攻
■生体機能科学
■分子機能化学食料、医療、創薬、エネルギーに関する諸問題に

対応できる研究者および技術者を育成

化学・有機化学・生物化学・生物学・分子生物学などの基礎科学を基に、生命工
学の最先端の知識と技術を駆使し、個体・細胞・分子レベルで生物機能や生命現
象を解明しています。昆虫と植物間の相互作用にかかわるシグナル分子とその受
容体の解明、食品や天然物由来分子による疾病の予防や治療、抗がん剤の設計
と合成、現存する最大のバイオマスであるセルロースを利用するシロアリやきの
こが生存戦略として持っている機能の利用など、自然界のさまざまな事象から、
人類と環境の健全な繁栄を支える新たな技術開発をめざしています。

応用生命化学専攻
■応用微生物学
■食品微生物工学
■応用細胞生物学
■生物制御化学
■生命資源化学
■森林生物化学
■食品機能学

最先端の知識と技術を駆使して
生物と化学の視点から生命現象を解明

農業生産科学専攻

水産学専攻

応用生命化学専攻

環境管理学専攻

バイオサイエンス専攻

■ 農学研究科による受賞歴

令和7年度園芸学会近畿支部大会

日本哺乳類学会2025年度大会

（公財）日本食品科学工学会　第72回大会

第72回日本生態学会大会（ESJ72）

令和6年度（58回）植物感染生理談話会

若手研究者優秀ポスター発表賞

優秀発表賞

若手の会ポスター賞 最優秀賞

ポスター賞優秀賞

学生優秀発表賞

セントポーリアにおける周縁キメラ個体を用いた色素合成遺伝子の変異特定

飼育イロワケイルカにおける胸ビレ前縁部の鋸歯状構造

食肉代替大豆食品である大豆ミートのアレルゲン特性と生理機能性の解析

落ち着かない野生ハナバチ：殺虫剤ジノテフランの毒性および行動影響の評価

イネNB-LRR型受容体Xa1活性化時の免疫誘導経路

2025年

2025年

2025年

2025年

2024年

　

専　攻 表彰名 受賞発表発行機関

学内推薦入学選考（7月実施、博士前期のみ）で受験し、かつ下記に該当する者に、授業料の減免を適用する。

※学費減免制度は2026年度入学生のものです。2027年度は変更になる場合があります。

①成績優秀者（各専攻1名）※下記②③の該当者を除く

②学部卒業時において、学長賞に選ばれた者

③学部卒業時において、学部長賞に選ばれた者のうち、
　成績（内申点）上位者

初年度の授業料の2分の1を免除

最短修業年限につき授業料の全額を免除

最短修業年限につき授業料の2分の1を免除

（1） 博士前期課程2年生の10名以内に対し、授業料の2分の1を免除する。
（2） 博士後期課程の各学年5名以内に対し、授業料の全額を免除する。
（3） 博士後期課程の学術振興会特別研究員の採用者の各学年1名に対し、
　　授業料の全額を免除する。

農学研究科独自の学費減免制度（2023年度から施行）

大学院　学費減免制度

●国土交通省
●奈良県庁
●兵庫県庁
●滋賀県庁
●京都市役所

●商船三井
●ニチモウ
●マリンフーズ
●伊藤園
●いであ
●大和ハウス工業

●NTTドコモ
●NTTデータ関西
●兵庫県庁
●京都市役所

●カルビー
●山崎製パン
●UCC上島珈琲
●湖池屋
●JT（日本たばこ産業）
●日本化薬

●日本曹達
●日本食品分析センター
●国立研究開発法人農業・
　食品産業技術総合研究機構
●奈良県庁

●大王製紙
●日比谷アメニス
●アース環境サービス
●BIPROGY
●グンゼ
●ニプロファーマ

●奈良県庁
●大阪府庁
●愛知県庁
●神戸市役所

●資生堂
●東和薬品
●ナリス化粧品
●キヤノンメディカルシステムズ
●サラヤ
●三井化学クロップ＆ライフソリューション

●UHA味覚糖
●伊藤ハム
●大王製紙
●大和ハウス工業

実学社会起業イノベーション学位プログラム（修士課程）
社会課題の解決に挑む人材を育成する「実学社会起業イノベーション学位プログラム（修士課程）」では、起業経験者に限ら
ず、これから起業をめざす方や、NPO・NGOなどで課題解決に取り組む方まで幅広く受け入れています。理論と実践を体系
的に学び、事業構想を磨き上げながら、持続的な成長と社会的インパクトの創出をめざします。起業家や企業・団体で活躍
する方がメンターとして、学生一人ひとりのテーマに応じて伴走型で指導します。さらに、ビジネスプランを発表するピッチで
外部の専門家から意見を得て、事業の完成度と実現可能性を高めます。
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キャンパスライフ 関連研究施設

 富山実験場

 新宮実験場

 大島実験場
 すさみ分室

白浜実験場

奄美実験場

農学の現在と未来を見据えた専門研究機関で、
地域貢献と世界が注目する研究成果を生み出す

世界でも先駆的な研究成果を上げ、
水産養殖業の発展に大きく貢献

水産研究所は、1948年、和歌山県白浜町に最初の実験場が開設されました。現在
は和歌山県内に5カ所、富山県と鹿児島県に各1カ所の合計7実験場で構成され
ており、日々養殖技術に関する研究が行われています。養殖業発展の礎となった
網いけす式養殖法の開発や、品種改良による優良種苗（稚魚）の生産など多くの
実績を上げていますが、なかでもクロマグロの完全養殖達成などの研究成果に
は、世界的に大きな注目と期待が寄せられています。

近畿大学では、和歌山県湯浅町の温暖な土地に地域創生農業研究所があり、熱帯
果樹類の試験栽培、柑橘類の栽培や機能性に関する研究を行っています。とりわけ
近大マンゴーはブランドとして高い評価を得ており、新品種「愛紅」も作出しました。
近年では、栽培した酒米「山田錦」を使用し、地元老舗酒蔵と協働で「近大酒」を製造
することにより、地域活性と地産地消にも取り組んでいます。

生産科学を主体とした実学研究により、
農業の活性化に貢献

近大酒地域創生農業研究所 近大みかん収穫の様子と
近大マンゴー

水産研究所

地域創生農業研究所
浦神実験場

一人暮らし

園芸研究会

古寺研究会

サイクリング部

サッカー部

食研究会

水産実利研究会

スキー部

生物研究会

軟式野球部

農芸化学研究会

放送部

音楽研究同好会

写真同好会

釣同好会 釣友会

テニス同好会

バレーボール同好会

美術同好会 A.C.

陸上競技同好会

バスケットボール同好会

メダカの学校同好会

01.

02.

03.

04.

05.

06.

01.

02.

03.

04.

05.

01.

02.

03.

04.

近畿大学農学部
赤十字奉仕団

学生健保共済会 奈良支部
近畿大学農学部学生団体
FeeLink

吹奏楽団

07.

08.

09.

10.

11.

06.

07.

08.

09.

音楽は聴くのも好きだけど、時々ギターも練習してます！ 農学部赤十字奉仕団での様子

個性的な顔ぶれが並ぶ
クラブ・同好会・その他団体

予習・復習も怠らず、ほとんどの時間は勉強に費やしています

生物機能科学科［2年］
大分県立大分西高校出身

勉強と慣れない家事の両立が大変ですが
自分の成長につながっています！

高校生の頃に生物学に興味を持ち、生物の勉強・研究で、広く学べる生物
機能科学科を選びました。実験や研究でいろんな知識が得られ、とても楽
しく学んでいます。帰宅後は課題やレポートをしていることが多いですが、本
やマンガを読んだり、アニメも見ます。音楽も好きで部屋にはギターがあり、
時々練習しています。また、農学部赤十字奉仕団に入っているので休日にボ
ランティア活動をすることもあります。今後は希望の研究室に入るためにも
勉強をがんばりながら、サークルなど大学生活を楽しんでいきたいです。

一人暮らしをはじめると、家事を全部一人で
やらなければならず、最初はうまくいかなくて
大変でした。そのうち慣れてきていろいろな
ことができるようになりました。今までは朝起
きるのが苦手でしたが自分で起きるしかな
く、遅刻しないように起きられるようにもなり
ました。

朝、起きることが苦手なので大学に近いところ、自転車で通える距離で部屋を探しま
した。大学の前の坂道は自然が豊かで、季節を感じながら自転車で通学するのはと
ても気持ちが良いです。通学道中に公園もあり、公園からの眺めがとても良いので気
に入っています。コンビニやスーパーも近く、よく出かけています。

クラブ

クラブ・同好会・その他団体

同好会 その他の団体

家 賃
光熱費・通信費
食 費
服・雑貨など
貯 蓄

:
:
:
:
:

50,000円
6,000円
20,000円
10,000円
50,000円

1 カ月の支出 間取り

一人暮らししてよかったこと

キャンパス間のアクセスも快適

自転車15～20分
雨の日は40～50分かけて徒歩で通学します

近畿大学
農学部

洋室
9.37 ㎡
5.7 帖

エアコン

収納 収納

洗置

39 4 0
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「近大里山ビオトープ」が奈良県内の大学で初めて環境省「自然共生サイト」に認定

近大里山ものづくり村

第1共同研究棟D

研究棟（ならやま館）

クラブハウス

B 図書館I コンビニ（FamilyMart）

C 調理実習棟

E 第2共同研究棟

H もりもり食堂（櫻月館）
教室棟（まほろば館）キッチンカーG

K グラウンド

新教室棟

F 圃場

A 多目的ホールつながる館

テニスコート

体育館（Agri大和館）J

バス停

近大里山ビオトープ

G

貴重な動植物に恵まれた、農学を学ぶ絶好のロケーション
奈良市郊外に広がる緑豊かな奈良キャンパスは、近鉄奈良線富雄駅からバスで10分ほど。
豊かな里山の自然に囲まれ、四季折々の植物であふれ、野鳥たちを見ることができます。
教室棟や研究棟をはじめ、食堂や本格的な栽培施設である圃場（田畑）も完備され、
農学を学ぶにふさわしい環境です。

和モダンをイメージした総床面積約1,500平米の建物内は、イベントなど多様な使い方
ができる「あかねホール」、あらゆる形態の学習に対応した「グループスタディセル」、
憩いの場「ブックカフェ」の3エリアで構成されています。

農学に関連する専門書籍をはじめとして、一般
書も多数蔵書。2021年にリニューアルオープン
し、学術雑誌･ブラウジング雑誌を配置し、最新
情報に素早くアクセスできるようになりました。
1Fはアクティブラーニングをコンセプトに、広い
スペースに多様な座席やホワイトボードを配置
し、ディスカッションやプレゼンテーションが可
能です。2Fは、静かに閲覧･自習を行うサイレン
トゾーン。さらにスーパーサイレントルームを完
備し、スタイリッシュな雰囲気の部屋で集中し
て学習に取り組むことができます。

B 図書館A 多目的ホールつながる館

G キッチンカー K グラウンド

奈良キャンパスの中庭に不定期
で出店しているキッチンカー。食
堂にはないさまざまなメニュー
を楽しむことができます。

C 調理実習棟

給食経営管理実習室・調理学実習室を設
置し、食に関する学生たちの教育・研究・
実習の拠点施設となっています。

D 第1共同研究棟

実験ゾーン、飼育ゾーンなどの施設を完備
し、学生たちの研究・教育の拠点として活
用されています。

E 第2共同研究棟

各学科が共同で利用する研究棟には、
実験・研究のためのハイレベルな設備が
整っています。

F 圃場

圃場とは農作物を栽培する場所。農学部
では広大な敷地を利用し、キャンパス内に
圃場を設けています。

グラウンドにテニスコートとい
う運動環境。講義やクラブ活動
などに活用できます。

プレゼンテーションやディスカッションが可能です。

1F アクティブラーニングゾーン

2F サイレントゾーン

静かで快適な環境で学習に集中できます。

2F スーパーサイレントルーム

希少な動植物が生息している可能性が高い里山ビオトープ
このたび認定を受けた「近大里山ビオトープ」は、奈良キャンパス内にある里山林1.38ヘクタールを保全・活用する区
域で、農学部環境管理学科が2005年度の開設以来、学生と教員の協働により整備を進めてきました。学生はフィー
ルドワーク実習を通して、植生調査や外来生物対策、環境保全のための管理作業などに取り組み、自然と向き合いな
がら専門性を高めています。また、教員の研究活動にも利用され、生態学的な知見の蓄積や科学的な環境管理の実践
の場ともなっています。区域内には、奈良県指定希少野生動植物種であるヤマトサンショウウオやニッポンバラタナゴ
など多様な生きものが生息し、貴重な生態系を維持しています。失われつつある里地・里山の自然と人間の関係を再
構築し、地域の自然環境の保全と持続可能な共生をめざす学びの拠点として重要な役割を果たしています。

キャンパスマップ

I コンビニ（FamilyMart）

食品や文具、ATMなど学生生活
に必要なものが揃っています。

J 体育館（Agri大和館）

講義やクラブ活動などでの活用
のほか、2次避難地提供など地
域への貢献もめざします。

H もりもり食堂（櫻月館）

本格的なログハウスの食堂。おい
しくてボリュームのあるランチは、
学生にとても人気があります。

照明や空調設備の調整、壁や床の改修など、
環境を改善しました。

（ほじょう）

「自然共生サイト」とは、｢民間の取り組みなどによって生物多様性の保全に貢献するような管理がなされている区域｣として
国に認定された場所です。
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